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1.はじめに

1 .研究の課題

戦後，わが国造船業の驚異的発展期における f合理化j展開過程で築きあげられてきた重

層的労働力編成は， 1973年のオイル・ショックを契機とした本格的造船不況の進展過程で新た

に編成替えきれようとしている。こうした不況をテコとした労働力再編のもとで，重層的労働

力編成をささえる上で重要な役割を果たしてきた社外工制度が，いかなる変容をとげ再編成さ

れようとしているのかという点について解明することが，本稿の主要な狙いである。そのため

には，少なくとも次のような研究課題を追求することが必要であると考える。

親企業の講負管理によって包摂されながら企業維持を闘っている造賠社外企業は，今次不

流期において親企業による選別・再編をうけつつあるが，第 1に必要なのは，こうした再編成

の動きを明らかにしながら，それに対する社外企業の対応がいかにな注れているのかを分析す

ることによって，社外企業の現段階的特質を解明することである。

第 2に，重軍事的労働力編成の考察に当って重要なことは，いかなる質の社外工労働力が必

要とされているのかということである。つまり，親企業主導下の労務統轄機構のもとで陶冶さ

れる社外工労働力の質を職種レベルで鴫らかにしつつ，それが今次不況期において親企業の「合
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理化Jとそのもとでの社外企業再編の動きに影響され，いかなる変容をとげ再編成されている

のかを解明することが不可欠の課題となる。

第3の課題は，社外工労働市場の特質の解明である。独占体本工とは異なりその大半が地

域労働市場から供給される社外工の場合，労働市場の内部でどのような流動形態をとっている

のか，また，そうした労働移動を通して本工労働力とは異なるどのような質の労働力が形成さ

れるのかといった点を解明することである。

2.分析視角

戦後臼本資本主義は，重化学工業独占体を中心に，特に1955年以鋒の高蓄積賠においては，

一方で猷米の先進技術(r近代的J生産管理技術を含む)を積極的に導入してそれらを活用す
るとともに，他方では，本工・臨時工・社外工といった重層的労働力編成を構築することによ

って， ~丘い労務コストで高い生産性を生み出す蓄積基盤を形成させたのである O ところで，戦

後の社外工制度は， 1952年の職業安定法の一部改訂を契機に復活したのであるが，現時点では

社外工は，造船に限らず，鉄鋼，石油化学，セメント，紙パルプなどの事業所に広く存在して

いる。特に，鉄鋼業では， 1960年以降の f合理化」展開過程において社外工は，量的に拡大さ

れたばかりでなく，直接的生産部門の一端をも担うという質的変化を伴いつつ，社外工制度が

全面的に展簡したことは重要で、ある。1)

戦後，造船業における社外工制度の展開・再編の画期は，第一次輸出船ブームの始まる19

55年から第二次輸出船ブ…ム(1965年)に至る時期に求めることができる O この時期には，大

手造船所を中心に層状建造法から溶接ブロック建造法への転換が進んだことによって，先行蟻

装の採用が可能となり，建造工程会搬にわたって工期の短縮が実現されたのである O また，溶

接技術のめざましい発展， NC切断機や EPMなどの各種自動機械も棺次いで導入された。こ

うした建造工程を中心とした技術的変革は，一方における 1Eなどの導入と棺まって，生産管

理の高度化を必然的にし，労務統轄方式を!日来の職能別管理 2)から，現図，罫書，加工，組立，

塔載および蟻装の各ステージ別の管理 3)へと変容させたのである。他方では， I日未の職種概念

を崩し，職種を単位作業に分解するとともに客観化，単純化させる一方，いくつかの単位作業

を統合するといった多能工化，職種複合化をも実現させてきた。このような技術的変革を基礎

とした生産管理の高度化は，下請管理をも変容せしめ，従来の fトン請負」から「工数請負J

へと請負と管理の方式を変化させ，その「客観化jを進展させたf その後， 1965年以降わが

国造船業は，超大型船建造体制に入り，設備「合理化」も一段と進展した。その主なものは，

外業自動溶接法の完成，内業工場における流れ作業化，自動化である。また，生産管理におい

ては，ステージ別編成を基礎とした職種の複合化，多能工化が一層進展し，さらに能力主義管

理の導入とともに生産性向上にむけての高度化が関られている O こうした過躍で，社外工はー

して増大した。しかし， 1973年のオイル・ショック以降の不況過躍で，造船業は急激な

の落ち込みを余犠なくされ，大手独占体を中心に人員削減を主とした「合理化」 ・再編成を進

行させたのであり，本工，社外工の大幅な削減(表1 1)とともに現場作業組織を少数精鋭

主義にむけて編成替えしてきたので、ある O

ところで，本稿の調査対象である日ドック株式会社における社外工制度再編の画期は，大

型船建造体制への移行を開始した1970年代前半期に求められる。 Hドック(株)における大型

船建造体制は， 1973年の30万トン新造ドック完成でその頂点をむかえる O この簡は，まさに日

ドック(株)における技術的変革期であり，大手造船所への接近をみた時期でもある。これに



現段階にわけるi遺産自社外工制度の展開と労働力陶冶に関する実怒的研究 149 

ついては，各撞自動機器の導入，外業自動溶接法の開発，内業工場における流れ作業化の進展，

クレーンの大型化などが行なわれたことでわかる O 一方，現場作業組織もステージ別編成を基

本としたものへの転換が試みられた(後掲資料一1)。しかし，ステージ別編成は，労働強化を

めざす「合理化jと結びつくため，一般作業員のほとんどを組織する総評全造船機械加盟の同

社労働組合(同盟造船重機に加盟する第2組合は，監督者層の一部と職員層を構成員としてい

る)の反対により，大手造船所の場合のように完全な形ではなされ告かった。したがって， H

ドック(株)の場合，ステ…ジ別編成を基礎とした職種統合や多能工化がなされず，職能資格

制度も導入きれず，さらに生産性向上と結びついたQC，ZDといった小集闇活動も一部実施

されたのみであって，能力主義管理の全面化には至っていない。

以上のことから，今次不況期における社外工制度の展開・再編を考察する場合，一般的に

いわれているところの社外工制度の再r嬬の闘期と Hドック(株)におけるそれとを対比しつつ，

今次の再編のあり方について，その地域性を考慮しながら分析しなければならない。その際，

造船業の場合，社外工務IJ度が形成されて以来，鉄鋼業とは異なって熟練職種が多いために職種

別分析を重視する必要がある点を強調しておきたい。

調査方法の概略は，以下の通りである。調査対象は， 日ドック(株) 日造船所の社外企業

および社外工労働者であるJ) 社外企業については，造船関連企業アンケート調査(1977年実

施，対象企業113社，回収率61%)と1977年から1980年にかけて計3回の企業訪問面接調査(対

象企業的役)を実施した。社外工労働者については，i'容接工24名，取付工10名，管蟻装工11名，

仕上工11名，塗装工17名，足場工 8名・計81名の面接調査を実施した。その他に，Hドック(株)

日造船所関連下請企業(社外食業を含む)の業者団体である iH造船所生産協力会J，i日造船

所事業協同組合J，さらにこうした下請企業を対象に安全衛生業務を主に行なっている日ドッ

ク(株)H造船所安全衛生課に対して，それぞれ聴取調査を実施した。なお，主な事例企業の

概要は，表1-2の通りである。

表Iー1 わが留造船業の工事室(進水議)と工員推移

》て
ヱ 主主

進水室量 総 数 社内工 社外ヱ
(千G'T)指数 人員数指数人員数指数人員数指数 下請化選手

1960年 961 100 126，235人 100 92，334人 100 33 ， ~01 人 100 26，9移
'66 6，794 707 163，934 130 101，632 110 62，302 184 38.0 
'67 8，372 871 178，727 142 106，742 116 71，980 212 40.3 
'68 8，661 901 181，459 144 111，158 120 70，321 207 38.8 
'69 9，196 957 183，583 145 110，976 120 72，607 214 40.0 
'70 10，165 1，058 183，529 145 107，181 116 76，348 225 41.6 
'71 12，144 1，264 192，220 152 112，078 121 79，323 234 41.4 
'72 13，016 1，354 192，410 152 114，370 124 78，040 230 40.6 
'73 15，515 1，614 196，012 155 113，402 123 82，610 244 42.2 
'74 17，809 1，853 210，756 167 121，050 131 89，706 265 42.5 
'75 18，232 1，897 193，164 153 119，656 130 73，508 217 38.1 
'76 14，093 1，466 186，983 148 117，349 127 69，490 205 37.2 
'77 9，735 1，013 176，963 140 112，206 122 64，757 191 36.6 
'78 4，699 489 140，951 112 97，280 105 43，671 129 30.9 
'79 4，130 430 116，382 92 78，199 85 38，183 113 32.8 
'80 7，212 750 123，185 98 75，118 81 48，067 142 39.0 

1981年 1Fl 255 127，585 101 74，764 81 52，821 156 41.4 

資料出所:造船透機統計月報(運輸省注) 1980年 1月からの進水蜜は累計である。
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主な事例企業の概要

職種 企業協
企業年次

資本金・企業形態
自工場

1:な所有生産手段
従業員と売 上 高 の 推 移 日造船所以外 建設業

備 考いきさつ の有無 ~ド辺 1973 1 1974 1 1975 1976 1977 1978 1979 1980 の主な工事 許可

No. 1 ? 
300万，有限 無 キャプタイヤ，ホ 従 業 員 9 9 9 31 28 8 13 13 

!3訪控事問?タ2
.無 日造船所¢仕事を今後も

んダー，保護呉
売上高

続けていく。
5，531 13，099 15，319 10，410 8，187 5，446 1，653 9 

などでの
i容 。 {その他) 579 1，928 9 

No. 2 ぬ船独6所立4下f。F議，H 造
200万，有限

(2有35) 
j事接機， ボー1レ盤 従業員 110 75 110 50 38 27 27 27 匝鉄鉄なTJ工と工詰岳所ので工小，の事溶3火。~接造力船発，所電又，所li 喜物寿時工着造事 日造船両方所と匝兼I場業の鉄工工より
ホイストクレーン

売上高
事の を していく。

6，145 15，703 25，327 21，649 11 ，288 3，894 1，658 9 

• (その他) 9 2，781 3，752 7，500 3，250 3，931 5，656 ワ
No. 3 
1967年。 100万，有限 無 溶接機，ガス切断 促 業 員 87 179 134 92 25 16 16 21 

議事
鍛物燐工造事 日造船所に娘らずゆ需る要{宇予に

機，チェーンブロ
売上高

合わせて，あら 業
6，901 16，701 34，181 18，831 11 ，486 4，639 3，479 ワ に従事していく。

yク，グラインゲー
イ〉 (その地) 950 4.286 6.521 ? 

接
No. 4 I船独96所立6年従。業E員f造の

儲 人 無 キャプタイヤ，ホ f疋 業 員 60・ 66 69 35 15 12 無 無 1979年に解散し，社長は民
jレダー

売上高
宿経営に転業した。

8，979 16，287 18，159 17，270 13，583 3，585 

イ〉 (その地)

珂o.5 1969>下F議，H透 {露 人 無 ワ 従 業 J'l 20 40 30 20 12 10 10 10 
田鉄工I場工事。所ので小の型造造船船鉄所工， 無

1980年11月より幾木運び

船独所立。 より
売上高 GA品)

作業になる。
3，568 10，967 13，733 11 ，457 8，867 3，220 1，597 ワ

。 {その地} 150 ワ 1，200 ワ
取

拍o.6 船独195所立1下年o請，H 造

((隠金会州l社∞と人万なの，る有斡。限)

無 ガス切断機キャ 従業員 17 20 21 18 17 14 15 1.61 H造議船所業外を注企業の 無 続日造It船所の仕事を今後も
より プタイヤ，ホルダ

売上高 6，184 
下[宇 行なった。 ていく O

2，462 6，122 5，945 5，771 6，097 6，077 ? 

。 {その地) ワ

No. 7 1身独95所立7>。下手，議日よ選り
l∞万，有限 無 グラインダー，プホタ従業員 20 17 10 9 7 7 8 9 

小石修型理油造，タ船ン所クので2のE取総，船 無
託送船所の仕事を今後も

}oダー，キャ
売上高答品)

続けていく。
イヤ，チェーンプ 2，200 2，424 2，571 3，571 3，318 3，947 1，896 ワ 七メント工場
ロック のベルトコンベアー

。 (その地) ワ ワ ワ 修理。
付

向。 8 197所立0年下。翁Eよ造
50万，有限 無 ワ

従業員 ι:!13 13 12 10 12 6 小遺型，造船飴舶修所理で漁な船ど建。 無 造1ポ97船ソ7年鉄トにH造主総所を出て総独 り
売上高 11，

工者を 体としたス
4，964 3，444 1，988 yト業になる。

。 1その地} つ ワ ワ

表 2
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職種 企業ぬ 創業年次 資本金・企業形態 自工場無 主な所有生産手段
従業 員 と 売 上 高 の 推 移 H造3:船所以外事 建許設可業 備 考

いきさつ の有 Eす~ 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 l録。 の な工

1949If。 1，000万，株式 無 9 従業員術劇 ワ 160 140 32 16 6 s 鋼船の建造，船Z組修舶理機立械 ヲ 1979年より作主所力を日す造。総No. 9 鉄骨建築構
配管設備，船舶機 所からM製 に移

売上高笹品) 9 6，950 7，280 8，055 7，738 7，598 1，470 9 据付事華現工事など

取
78，717 100，71 1l0，53C 今

大手遺書"所，建大会手鉄
。 (その{車) 9 82，619 89，930 鍛の下所，諮大工手事。 設 校

付 No. 10 船独196所立7年下。請Hよ遊り 5¥f0転万万業に，場を有機資線lこ3∞ヘ/ 
有

電港自J仇線動動プ鱒1ホだレr'スイプしポ切サ転ス首←鮪ト応橡等) 盤， コ
従業員 10 10 14 25 14 6 6 9 

E蒙のあ下FとるF譜.しhI作主業鷺にが建中設b宮で
銀
1て9町78場年のよ鉄り工お所造船に転所業を出i 

(31年) 売上高(ZrZ) 2，105 2，170 2，476 ι215 4，937 1，433 
。(その他) 917 3，073 ワ

No.ll 1958If。 10/L1万，∞97に02減年万~3資株，∞式0:) (:，l有灘) キダャープ，タイヤ， ホ 従業員
ワ 50 60 35 25 26 22 21 

下水配工ス処事管タ理及工ン場事びド，。なそガソサ
管業工事
事全分た離国業が的，所独規不立と模況北。海のの道業影響事者て業で濁所あ盟っに

ル ガス切断
ン のど他の疫建機， fJ、型ベンダー

売上高者品) 3，072 10，246 13，8∞ 10，687 12，130 13，240 4，850 9 管 パイプカッター， 管築
ドリル，グライン
ダー 。 (その{由) 1警650 ワ

験
ザス切断機.キ

独1船94所立1従年。業H 造
l∞万，株式 無 従業員 9 19 ラ 17 14 12 s 9 建石築j出配タ管ン工ク配事。管工事， 管工事 続H造け船所の仕事を今後も装No.12 員の プタイヤ， ホJI-ダヤ

売上高(24)
業 る。

一，チェーンプ口 ワ 4，872 5，667 4，974 4，577 3，997 2，172 ワ
yク

イ〉 (その抱) 732 3，042 ヲ

No. 13 ぬ'45年。 60万，有限 無 ，ジャッキ付電動ポ 従 業 員 18 16 16 16 18 20 16 13 無 無 続日造It船所の仕事を卒後も
'ン，プキ，グラインダ

売上高答品〉
る。

仕 -ー ャプヲイヤ， 3，900 5，975 8，459 9，730 12，254 12，381 12，011 ワ
ホルダー，計測器

。 (そ抗他)

No. 14 1総独94R立f5従~;業員日進の 100万，有限 無 グラインダー， ド 使 業 員 ワ 13 12 10 10 13 14 16 無 無 ず酬の仕事を今後も
')JI-，チェーンプ

売上高(24〉
ける。

上 ロック，ホキャプタ 9 2，223 2，366 2，576 2，954 3，295 3，913 今

イヤ， ;!;JH'-
ヲ。 (その地}

No. 15 
1886年。 1，∞0万，株式 無 スプレー，サンダ f正 業 員 9 130 120 119 123 95 84 82 不況酎lより町場の'J、塗事業装工 これFはまR陸でを通兼上部業り，し町場とH塗 一，ハケ?コンプ 売上品(24j 脅型(1選前}所において脅" ていくが，

レッサー，ロッキ
ワ 17，658 21，553 26，362 28，938 23，651 19，060 9 古監装をおこなって

造半い船後〈。 門も続けて
。- ft治その安他HP1J ヲ 18，231 22，570 20，700 9，081 10，740 15，363 ワ いたが，梁塗今次装期に陵装 ーワーシャー 上の績 も乎が
b-/t盤Rnt31Z1 A 9 3，600 14，041 

円:
16，036 ワ けるようになった。

197所り1年の数指組，H議
21f101に9万減78年資有，線50万)

無 チニεーンプロック， 従業員 120 130 110 官。 69 20 26 土建工事。 無
1成て9事後78業2をF所引に解のき継数1後つい，だが独。そ立の済し足No.16 船 示に シノ，断機パ，ンセン， ガょのf臣 ス切 ワイヤー

場業者が統合 カッター，ス/，ナ._X 売上高 (i~給制 10，026 30，584 33，081 19，894 22，271 12，812 10，513 ワ
場 されて発足し ピーウインチ，キャ~日。 プタイヤ，ホルダー φ {その{也) 9 ワ ヲ

{i主) 1)資本合は，1977年続点。 2)売上高は.生産協力会事業協同組合援供資料.函館市役 情不況対策察語調べ {F:業アンケートー企業議官まか宇，}-に作成作
同
日
目

なお， No 9企業のM製作所への売上高は.rその他Jiこ含まれている。(単位:万円) 3)従業員は，前記不況対策室調べ，企業アンケート.iE業調査をもとに作成，
ただし.1980年は 8月時点の人員である。 4)その他は，すべて企業聴取りによる。
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3.不況下における親企業「合理化」の特徴

ヨドック械は， 1896年(明治26年)に創業し，その後，遂次発展を重ねてきたが， 1974年

にその発展のピークに遣した。同年の資本金は15億4，700万円， 従業員総数は3，448人(函館市

にある日造船所の現場作業員は2，710人)，・社外工は1，944人(日造航所のみ)であり，大手7社に

次ぐ規模を有していた。その事業内容は，大型油槽船・大型貨物船・作業船を主とした新造船

部門，青函連絡船・大型貨物船を主とした修繕船部門，橋梁製作架設・産業機器・鉄構品製作

を主とした陸上工事部門，そして曳船・貨船を主とした兼業部門の 4部門から成っている。な

お，陸上工事部門の業務は，室蘭市にある M製作所において主として行なわれている。これら

4事業部門の総生産高に占める割合は，新造船76%，修繕船10%，陸上工事14%(1974年度)

となっており，新造船部門の比重がきわめて大きいのが特徴であった。ところがHドック鮒は，

1973年のオイル・ショックのあった翌年，すでに造船不況が現われ始めていた矢先に， 30万ト

ン新造ドック完成に見られるような設備の大型化を強行したが，そのことが，かえって裏目に

出る結果となり，極度の経営不振に陥ってしまったのである O 不況過程における売上高，年度

末受注残高の推移は表1-3および4の示す通りであり，その激減ぶりがうかがえる。

こうした事態に吏ってHドック鮒は，他の造船所と間様に不況カルテルにもとず、く操業度

規制を受けつつ，独自に会社再建へ向けて大規模な「合理化jを強行したのである。その主な

内容は，第 1tこ，人員削減である。これは，第 1次から第 5次までの希望退職者募集や出向，

配転などによって，最盛期の1974年に比し約半数の本工労働者が減らされたのである。一方，

社外工労働者は，下請発注停止や入構者数の制政などによって，実に8割もの人員が削減され

たのである(表1-5)。第 2に，設備処理である。これについては，特定船舶製造業安定事業

協会へ土地を含めた新鋭設備 (30万トンドック，新鋭工場など)のほとんどすべてを売却する

ことにより，総計で150億円にものぼる大規模なものとなったのである O この結果 Hドック

(織は大型船建造から撤退せざるを得なくなり，今後は， 28型バルクキャリアを日造船所とM製

作所との聞で分割建造しつつ，修繕船，陸上工事に主力を移すことになったのである O

このような一連の「合理化」によって，生産能力の縮小が図られ，それに見合う形で生産

組織が改変(資料市1)されるとともに，急ピッチな労働力構成の再編成が行なわれたのであ

る(資料… 2)。

ぼ分

新

年度

表 1-3 Hドック紛の売上高推移(M製作所分合む)

表1-4 Hドック(捕の年度末受注残高推移(M製作所分合む)

(単位，百万円)

(単位，百万円)
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表 I-5 Hドック鰍H造船所工員数の推移

X 
工 長

最念 数 社 内 工 社 外 工 下請イ七率

人員数 指数 人員数 指数 人員数 指数

人 人 人 % 

1969i手 3，350 100 2司484 100 866 100 25.9 

'70 3，442 103 2，510 101 932 107 27.1 

'71 3，453 103 2唱559 103 894 103 25.9 

'72 3，712 111 2，556 103 1.156 133 31.1 

'73 3，575 107 2，582 104 993 115 27.8 

'74 4，654 139 2，710 109 1，944 224 41.8 

'75 4，233 126 2，704 109 1，529 177 36.1 

'76 3，957 118 2，645 106 1，312 152 33.2 

'77 3，492 104 2，486 100 1，006 116 28.8 

'78 2，583 77 1，941 78 642 74 24.9 

'79 1，657 49 1，272 51 385 44 23.2 

1980年l月 1，482 44 1，167 47 315 36 21.2 

2 1，546 46 1‘163 47 383 44 24.8 

3 1，511 45 1，173 47 338 39 22.4 

4 1，461 44 1，172 47 289 33 19.8 

5 1，545 46 1，275 51 270 31 17.5 

6 1，595 48 1，274 51 321 37 20.1 

7 1，564 47 1，265 51 299 35 19.1 

8 1，558 47 I司262 51 296 34 19.0 

9 1.565 47 1，263 51 302 35 19.3 

10 1，577 47 1，262 51 315 36 20.0 

11 1，600 48 1，260 51 340 39 21.3 

12 1，667 50 1，260 51 407 47 24.4 

1981年l丹 1，674 50 1，259 51 415 48 24.8 

2 1，702 51 1，260 51 442 51 26.0 

3 1，684 50 1，261 51 423 49 25.1 

4 1，687 50 1，268 51 419 48 24.8 

5 1，669 50 1，267 51 402 46 24.1 

6 1，681 50 1，272 51 409 47 24.3 

資料出所:i渇館労働基準監努事号「業務要覧J
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日ドック鮒H造船所経営管理組織の変遷

謙一一「秘書芸係
」庶務 f系
「企関係

人事第一課一一斗」給与係

「人事係
人事第二謙一一イ一」訓練係

安全衛生議 安全衛生係
襲警 備 {系

手芸庶

告E手芸総白

係
係
係
係
係

撤
回
務
事
変
与

資料

2単一一一軍事
謙一一庶

2車

警
務

事

幸必
日王

人

告~手芸

言十 f系
fiffi f系

，P.蒜予告係
諜一一十第一食燈係
」第二食感f系
「業務係

「業務課一一斗
1-兇穣 f系

船総工務部一一←脳卒修繕線 工事 f系
i機関修綴言車 工事 f系
」乍業船謙一一一一工事 f系
「業務課 業務係

機工工務部一-1
」機工謙一一一工事係

ヒ造船纂本一一一基本設計f系
設計課
ト船殻設計謙一一一船殻設計f系
卜輸事差設計課 鱗主軒並計係

船舶設計部一一寸 生 〔基本2宣言H系
トー造機設計謙一→
|唱 し」造機設計f系
ト議気設計謙一一一言電気設計f系
川乍 3室町、
L-~~~九一一一作業船設計係
i宣 言十 品果

「業務 f系
トf主体系

生産量技術諜…ーベ
ト管理係
」工作自主計f系
務 f系
事{系
f蒲 f系
金 f系

γ一業務係
深一ート検査{系
」材料試験{系

「工事係
ト内業工場
トタト業工場

諜一一十鉄機工場
I容接工場
」遼搬係

「工事係

謙一ト木工工場
ト船共工場
」主主裟工場

言果一一一船 舶 f系
言果一一一一工 事 f系
「級材工場
ト機械工場
ト仕上工場

造機工作謙一一よ 回

ト鍛工工場
トボイラ工場
」ヱ共工場

毒事 f系
気工場

カ f系

戸斤

会員十係
謙一仁際{磁係

「第一資材係、

謙一←第二資材{系
」第三資材イ系

務{系
積{系

課 造船工事{系

議ー「造機工事{系
」電気工率f系
大j奏i封書所
r…業務係

「業務課ー斗I ~ 'J7J P-1'- L Je.綴 f系
機工工務部一一一←第一機工諜 第一機工工事係

ト第二機工線一一一第二機工工事係
」第三機工謙一一第三機工工事{系

「選本設計係
「造船設計謙一十一船殻設計係
l 総装設計係

I装本設計イ系
的一一斗一造機設計課一 造機言宣言十係

1-室電気設計f系
，第一機:日宣言十{系

」機工設計謙一←第二機工設計{系
」第三機工設計{系

「事務係
謙一←安全{系
」研究係

γー第一鉄工工場
ト4第二鉄工工場

第…工作謙一←木工工場
ト船共工場
L寸選搬{系

「粧材工場
ト機械工場
ト仕上工場

第二工作議…イ
トー鋼工工場

ト製織工場
」工具工場

気工場
カ イ系
メ yキ工場

戸斤療

E援

言全

部一一一一一帝王

安全衛生謙一一安全衛生{系
<iJII 車東 i果 ilHI 車東 係

警備係

聖書

E壁

百全

部一一一一経

e

砂

市

中

径

「
1
1
1
1
1
1

王A1主王璽

キオ部一一一一資キ寸資キt

務

総

機

音fl-一一変

船総工務部

材資

ふ
E
O

A一一三符言宣

i定タト
告FE恩管体I技

f滞

殻

主主

2党

宇金

町占i議

音E{乍エ

裟

楽

機造

回
世
諜

渠

査
総

「検

音日機進

f系古溝言責

加

天王室電

1 969年196 1年

資料出所:日造船所提供資料

(i主 1)M製作所及び営業部門は徐いである O

2) 1974年の場合は，現業部門のみである。
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係

係

務
事
務
命
中
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務
，瓜、υ

係

係

係

係

事

関

務

究

「ーヱ
…一一一〕 ト計
船売量官土笠f糸一一一一寸
崎市山占' トエ

」一石汗

係

係

係

係

術

計

会

計

一経

音[1-ート資

」関i裏金業管王監車

王援

金主竪経

係

係

係

閉
開
業
立べt業内総数工作部

f系
f系

売

療

!~塁

手オ
王建号若

{系

{系

長
五
小
五
巾

，ef
，ef
イ
I

書室

接

事

顧

務

書室外

f系

係

市

品

験
主主検

係

係

係

装
同
封
装

「安全衛生f系
安全保安課一→

」撃事 f繭 f系
装船

系
系
系
五
巾
五
巾

，
f
J
T
 

務
時
間
体
開
問
器

戸斥療

手芸

宣告

船一日
補機{系

装係

工作f系
接 f系

袋

装工作部

謙一一一一船f本

関

f系裟諜一一一一室笥裟

f系
係

「造船設計課一船ロ言
~"H .. I I-'''''''''''":VI~ L 船主主設計係

船荷自設計部一一寸 寸

，.... t.~'，_ ~"...""" -..... r-機装設計f系
」造機設計諜一一寸

」電気設計f系

手若

手若

J果一一一業
言葉 工

務

手話
機工工務部

{系

f系

f系

務

十
事
修

エ

f本総

「鉄布署設計係
「鉄構機械設計謙一一斗
i 一機械設計係

ト橋梁設計謙一一一一一一橋梁設計係
機工設計部一一寸

，-'機械設計f系
」産業機械設計謙一一←祷造設計f系

」室電気設計f系

f系
{係

f系

f系

事

{基

共「
安芸

謙一一仁左

言呆

関

渠

機

船

音日縫I1基

係

係

係

係

係

係

係

係

係

回

出

務

工

接

搬

装

上

裟

気

イ系

係

係

係

産自

一
劉
務
輸

ドyクマスター一一一一暗号

ドyクマスター

f乍ヱ「鋳造係

謙一一一←機械{系

」鉄構ボイラ{系

f系
f系

刀

気

b
r
 
f
 

カ

機在主

1 980年1 9 7 4年
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資料ω2 H ド y ク鮒 H~造船所における戦場別労働力構成の変遷

(1974年(1978年〉

月後 士務
労働 者

下請化E容
本工社外工 員十

E見 図

37人l111131948257 3 人

52人 28.8 % 

内 業 207 394 47.5 

タト 業 177 369 52.0 

j容 t妾 242 585 58.6 

木 工 35 29 64 45.3 

塗 裟 81 251 332 75.6 

船 !! 、 171 198 369 53.7 
j室 搬 104 O 104 0.0 

f:l: 上 181 75 256 29.3 

主情 工 127 96 223 43.0 

ボfイフ 71 23 94 24.5 

鋳 17 77 22.1 

動 カ 19 15 34 44.1 

言霊 必互之交l 86 28 114 24.6 

総 市自 13 9 22 40.9 

資 M "/ 13 

22 備 ワ 11 

2党 言十 ワ 11 

安全衛生 ワ

(i主 1)本工は1974年 8F1待点，社外工は向年
10月日寺点、の人災害士。

2 )鋼工は，管工作・管験装を示す。

3 )平均下請化E容は39.3%。

(1980年〉

労 倍I 者

所属部課名
本工
本土外工 品寸， I 下議化率
1次 2次

主失 内業 152人 15人 。人 167人 9.0 拓

第
外業 77 23 3 103 25.2 

エ 鉄綴 23 8 。 31 25.8 
i容接 149 33 。 182 18.1 

工 i軍総兵 114 25 。 139 18.0 
作
搬運輸 56 12 。 68 17.6 

諜
鱗木鱗 8 34 。 40 85.0 
装 塗装 60 90 8 158 62.0 

f土 機械 38 。 。 38 0.0 
第 上 機修 106 69 16 191 44.3 

機 管喜義 74 38 。 112 33.9 
工
装 ボイフ 48 l 。 49 2.0 

作
霊童 電装 36 79 3 118 69.5 

言票
A宜=主 動力 21 3 。 24 12.5 

そ 寺会 重量 ワ 5 。
の 資 材 ワ 19 。
f也 安全衛生 ヲ ヲ ワ

資料出所 :H造船所提供資料

(i主 1)本工は1980王手5月時点，社外工は同年

9月時点の人員数。

2)平均下請イヒ率は30.2%。

労ー 信』 者

所属部課名
本工
社外工

言十
下請化率

i次 2次

工 務 50人 O 人 。人 50人 0.0 % 
高品 内 業 212 29 17 258 17.8 

殻
ヲト 業 118 61 6 185 36.2 

J家 援 209 75 2 31. 7 
古里 IfYJ 兵 150 73 3 226 33.6 
主霊 事事 90 23 3 116 22.4 

船装
船鉄綴 26 42 O 68 61.8 

裟木緩 16 53 13 82 80.5 
j票
塗装 73 223 23 319 77 .1 

工 務 47 O O 47 0.0 
造 主 68 3 

23叩C80o 01276478414132〉1 1444 4 9 7 2 

機 {彦 69 66 .9 
機 機 装 137 96 .4 

工
機械 79 4 .8 

言果
作
鋳造 42 O .0 

ボイフ 36 6 .3 
議 言霊 装 53 74 11 138 61.6 
気会ロ1々、 動 カ 29 23 O 52 44.2 

干量若オ 書き 機 ワ

機 材 ワ
3 

課

そ
船 脅自 ワ

の
者金 査 ワ

4 
設備 ワ
f也
その他 ワ

(i主1)本工は1978{手 3 月時点，社外工は，問~6 月
時点の人員数。

2 )機修は，仕上を示し，機裟は，管工作・管綴

装を示す。

3 )社外工覧の I次， 2次は，それぞれ I次下

2次下請の労働者を示すぴ

4)平均下請化率は33.2%。
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E 不況下における社外企業の再編成

仁社外企業の特徴

Hドック鮒日造船所社外企業の特徴として次の 3点が指摘できる。

第 1に，一般に造船社外企業の場合，鉄鋼業のそれとくらべて企業規模が小さいが，日造

船所の場合は，さらに地場企業がほとんどであるため，その零細性が特に顕著で、あるという特

徴がある(表II-1および2)。

第 2に， 1960年代前半から造船社外企業の一部は，単数職種請負から複数職種請負へ，ま

たは単数元議から複数元請へという形で成長を遂げ，全国的規模の社外企業も現われたが，日

造船所の場合，こうした全国業者の担当する職種は，取付，管蟻装の一部に限定されているた

めに，大半が前述した地場の小零細企業であること，さらに，その企業創業者をみると Hドッ

ク鮒H造船所本工が独立して創業した企業も多く，食業規模の零細性と合わせて，大手造船所

社外企業と比較すれば親企業への依存率がきわめて高いという特徴をもっている(表II 3)。

第3に，したがって，社外企業の資本装備率はきわめて低く (表百… 4)，労務供給業的性

格が強いという特徴があり，主要生産手段は，ほとんど親企業たる Hドyク鮒H造船所所有の

ものに依存している O ただし，自前の道具を使用する割合の多い塗装職企業の場合には，大部

分の業者が主要生産手段であるスプレー，ハケ，サンダー(錆落し用工呉)などを所有してい

る。しかし，それらの工器具は，額にして，例え{よ，サンダーは一台約3万円，スプレーは大

小で幅があるが，一式で15万~80万円(エアレスの本体やホースなどの付属品一切を含む)

といわれており，生産手段としてそれほど高価なものとはいえないのであるf

表n-1 資本金規模 衰n2 従業員規模

資~本~金-ーー--業~態~ 構内下請業 賓室f'業
100万円未満 6 (18.8) 2 (11.8) 

100~199 (万円) 7 (21. 9) 3 (17.6) 

200~299 ク) 4 (12.5) 1 ( 5.9) 

300~499 ( " ) 5 (16.6) 3 (17.6) 

500~699 (" ) 2 ( 6.3) 3 (17.6) 

700~999 ( '" ) 1 ( 3.1) 1 ( 5.9) 

1.000~1 ，499(" ) 1 ( 3.1) 1 ( 5.9) 

1 ， 500~1 ，999( " ) o ( 。) 。( 。)

2 ， 000~2 ， 999( " ) 1 ( 3.1) 1 ( 5.9) 

3，000 ~ 1 iiま 1 ( 3.1) o ( 。)
1億円以上 1 ( 3.1) 1 ( 5.9) 

不 日月 3 ( 9.4) 1 ( 5.9) 

言十 32 ( 100) 17 ( 100) 

資料出所:アンケート調査繁(1977年実施)

(注) ( )内は，構成比である。

表E叩 3 H造船所への依存率

~依~存~、率1業~態、、 構内下議業 費内注下章請表重・量 言十

10%未満 3 ( 9%) 4 ( 21%) 7 ( 13%) 

10%~29% 1 ( 3%) 1 ( 5%) 2 ( 4%) 

30%~49% 2 ( 6%) 4 ( 21%) 6 ( 11%) 

50%~79% 5 ( 14%) 3 ( 16%) 8 ( 15%) 

80%~99% 4 ( 11%) 1 ( 5%) 5 ( 9%) 

100% 17 ( 48%) 5 ( 27%) 22 ( 41%) 

然回答 3 ( 9%) 1 ( 5%) 4 ( 7%) 

言十 35 (100%) 19 (100%) 54 (100%) 

資料出所:アンケート調査察 0977年実施)

(注) ( )内は，構成上とである。

~従~業~員ii¥--...:議~室~態 構内下請業 莞軍事業
10人以下 6 (18.8) 5 (29.4) 

10~ 20(来機) 10 (31.3) 4 (23.5) 

20~ 30( " ) 5 (15.6) 4 (23.5) 

30~ 40( " ) 2 ( 6.3) 1 ( 5.(j) 

40~ 50( " ) 2 ( 6.3) 1 ( 5.9) 

50~100( " ) 2 ( 6.3) 1 ( 5.9) 

100~300( " ) 1 ( 3.1) 。( 型)
300人以上 2 ( 6.3) 1 ( 5.9) 

不 R丹 2予(6.3) o ( 。)
言十 32 ( 100) 17 ( 100) 

資料出所:アンケート調査察(1977年実施)

(i.:E) ( )内は，構成上とてもある。
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2 親企業による請負管理

親企業による仕事の下請発注方式は，前述したように，工数，単価によって「客観化Jが
進んでいるが，実掠には，その「客観化Jtこは限界があるのである O

第 1に，本工と社外工が一体となって混在作業をする場合が少なくないことである。こう

した混在作業の形態は，内業工程にのみ存在するとは践らず，外業工程においても 1つのブロ

ックを共同で仕上げるなどのケースがあるのである。特に，社外工が本工のもとへ応援作業に

行く場合などが典型事例をなすが，このような応援作業は本工と混在しているため社外工のみ

の工数が出しにくく，予定工数の把握はわろか，作業終了後の工数把握さえ困難なことが多い。

第 2に，工濯の乱れによって工数請負ができない場合.があることである。例えば，予定し

ていた仕事が頗調にj荒れていかずにアイドル(手待ち時間)が生じた場合， さらに特に修繕船

にみられるように，納期が短く突貫工事になるために最初請負った仕事以外に中途で他の

作業が入ってくる場合などには，工数請負ができなくなるケースが発生する O

第 3に，作業そのものの性格のため工数請負にならない場合である。例えば，塗装では，

オーナー(船主)の意向が非常に強いため，作業のやり直しが多く，予定工数，単価の通りに

はいかないという特徴がある O

こうしたことは，造船業そのものの特質に規定されているといえる O したがって， (予定

工数)x (単価)で請負ができる場合であっても，最終的には，作業終了後にその作業にかか
った時間に単価をかけて請負金額を決めるというやり方が行なわれたり，あるいは労働者 1人

当り 1時間いくらといった人工貸しさえ行なわれる場合がしばしば克られる O

次に，実際の作業進行上に当って，親企業によっていかなる作業管理がおこなわれている

るかについて見ると，まず，本工と社外工の作業分担が職場(職種)によって異なっているこ

とに注目する必要がある。作業分担が明確に決定されているのは，管蟻装，仕上，塗装といっ

た手工的熟練{t責向の強い社外工職種の場合である。これに対して，溶接，取付といった基幹職

種に.当る社外工の場合は，一応、の分担は決められているものの，その時の状況に応じて作業分

担が変わり，本工作業の進行度との関係で可動性のあるものとして位置づけられている O これ

は，本工との間で競合関係が成立していることを意味する。こうした作業分担に従って，いか

に管理されているかについては，特に納期に合わせた工程管理 品質管理が重視されているこ

とを指摘しておきたい。ところが，仕上職企業の場合には， r仕上係業者配童日報jによって，
作業配罷人員，残業時間，作業の進行度などについて事細かに管理されているのである。ただ

い企業によっては，内業組立工程の取付職企業の場合のように，流れ作業であるがゆえに能

率重視ということから独占的に作業をまかされる企業(事例NO.5企業)や，流れ作業でなくて

も1つのブロックを検査に主るまで責任をもってまかされる企業(事例NO.6企業)もある O 例

えば， r (下請に…引用者)まかしておいてもそれだけ仕事ができるということで，班長(本工
…引用者)が直に見でなくてもできるだろうということなんですよね…だから業者の力量によ

って，その作業形態というのが変わってくるJ (元日造船所内業係長S氏，傍点は引用者)と
いわれるごとくであるJ)

最後に，親企業が，社外工の採用，解麗についてはいかなる規制にもとずいて管理してい

るのかを見ることとする。

社外工の採用・解雇についての直接的な権限は，各社外企業にある O ところが，社外工の

親企業構内入構者数の枠は，それぞれ各社外企業ごとに親企業によって決められているのであ
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る。それは，毎月提出が義務づけられている「構内作業協力業者安全衛生管理状況報告書jに

おいて，月別の入構人員のチェックが行なわれ，さらに非常時に人員を入・退場させる場合に

は，その都度， r入場許可願書」を提出させることになっていることから明らかである O 社外
企業は，親企業によって決定される入構人員枠の増減にもとずいて麗用調節をしなければなら

ない仕組みとなっているのである。例えば前述した世上工の場合は，毎日の作業人員配置数に

至るまでチェックされているほどである。そして，毎年2回 4月と 9月に構内入構登録人員

の更新がなされているのである。

3.社外企業の再縞成

こうした造船不況下における請負管理の強化の中で，社外企業の資本蓄積は，実働工数を

請負工数以下にすることによって引き出せる f実勢単価」に依存する以外になく，工数f!f;i成の

状況いかんによっては，企業の再生産さえ不可能になる場合もある O 今次不況期以降には，工

数ばかりでなく，単価も削減され(表立… 5)，発注工事の削減にまで至っているのである O

表 立 5 主主主襲単{阪の低下

fr2とご荷主土 :容 f姿 f失 工 鎌 装 塗装(与吉村)塗装(f也) 足 上場

1978年4月 工 費 1，054 F9 1，030 問 1，030 F9 1，000 円 1，050 円 1，100 門

副資材 100 200 300 

1980年8月 工 費 954 927 927 800 840 990 

副資材 100 200 300 

(注)企業聴取調査により作成。

そこで，今次不況を契機として役併企業はいかに再編成されているかを見てみると，全体

的には， H造船所の場合，女子況時の作業量増大に対しでは，大量の社外企業を導入し，本州方

面からもかなりの数の社外企業をむかい入れて対応させてきたのであるが，今次不況期に突入

するや，それらの企業群をなしくずし的に削減してきたばかりで，鉄鋼大手の場合に見られた

ような社外企業の育成といった積極的な方策はとられなかったといえる。しかし詳しく見ごい

くと，次に述べるような形での再編成が行なわれたことが特徴としてあげられる(前掲表 1-

2，資料-3)。

第 1に，ほとんどの社外企業の工事量が大幅に削減されていくなかで，本工要員で消化し

きれない工事量が出た場合にのみ仕事が発住されるというスポット的利用に変えられた企業が

多いことである。本工と競合関係にある溶接職企業はその典型といえる。

r(H造船所へ…引用者)連続して入るのは今年 (1980年)の 5月からですね。それまでは

スポット的に入りましたね。 (f士事が)ある時入って，なくなるとやめるという(ことで)

1年いや2年 1年半くらい続きましたねJ (事例NO.3企業社長)。
また，こうしたなかで特にj主目すべき動きとして，取付職の事例No.8企業が，各地の小型

造船所わ度り歩くと比った本来のスポット業者として再編されたことが事例としてあげられる。

そのスポット的な請負仕事の内容を示せば，表立-6のようになる。こうした企業の存立を可

能にしているのは・，造船業特有の仕事量の山谷が大きいことから生じるスポット価格の高さ

(表n-7)にある。 r内地(本州ト・引用者)あたりで行かないかといわれると…食べるのも
向う持ち，汽車賃も向う持ち，身体だけ行って作業するだけで1時間 2千円位くれますよJ(同

社長)といわれている。しかし， rそうやって歩く人はさ， (f乍業)車冬わった時点で、帰ってき
て 1カ月でも仕事ないかつて捜す時点がありますよ。すぐあればいいけど。だけど，ない場
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資料3-1 溶接戦場における社外食業の作業範腐の変化

1 974年 1 978年 1 9 8 0 i手

I 事i1tJNo.l企業
(N S -1工場 (NS 1工場 (S-4，5， 1001R， 300区〉

① 平行部ブロ yク大綴立の流れ作!① 平行部ブロァク大組立の流れ作 ICD船底，外板，二重底，デッキ等
業工程 i 業工務 j あらゆるブロ yクをIJ、組立から大

片iiii自動j容…'''FCBI ロンジ先付溶接…TI 組立まで一覧しておこなう。

自動溶接機を使用 I ，~.. ".. ". I TFの使用中止。 I 担当作業…主に二重底，ホ yパー
1 担当作業

し，本工の先手と I.--" ... Iトランス溶按…本工 i ータンクを 1ブロッケづっ担

しての混在作業。 の進出をみる。当ずる。

ロンジ先付j容接…T

TF自動溶接機を

制作業1f'耕し，本工と混在
作業。(本工4台，

社外工-1台)。

トランスj容接…手溶

接または低角度洛

接機を使用し，社

外工のみの作業。

② 小組立工稼 l ② 小組立工程
担当作業…ロンジ材， トランス| 絞当作業…変化なし

材などの管部材の溶接。手J容

が中心で，本工と別の斑を形

成し作業をする。

(N S -2工場 (NS -2 > 

① 曲がり部ブロックの小組・中| ① 曲がり部ブロックの小組・中

組立工穏 ! 組立工手呈

担当作業…泌がり部骨部材の小 t旦当作業…変化なし
組溶接，曲がり板の板継i容接。

守三j容接中心であり，本工と別

の斑を形成し，作業する。

峨作業~~~ìS~f'F~， fl~ I 〈応援作業〉各岸壁の綴装品溶接作業，修 変化なし

繕総溶接作業，船台上溶接作業，

工場外地上大ブロック溶抜作業

等，あらゆる作業。本工と混在

になる場合，別の斑を形成する

場合とがある(ただし，女子労

働者は小組のみ)。

構内入構者 52人 構内入構者 14人
会従業員 52人 会従業員 14人

〈応援作業〉

変化なし

構内入機者 5人

全従業員 12人
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E 

1 9 7 4年 1 9 7 8 ~手 1 9 8 O:t手

毒事例No.2企業

(N 5 3工場〉 (N 5 -3工場〉 (5 -5工場〉

① 曲がり部プロック大組立工程 ① 曲がり部ブロック大組立工程 ① ブロック大組立工程

担当作業…N5-2工場で、つくら f旦当作業…変化なし :tJH当作業…船底，外板，二重
れた小組ブロックを露首，繰構 デッキ等，あらゆるものの

造大ブロックに溶接していく 総立溶接作業で 1ブロック

作業，犠裟品取fすもあればそ つ担当するo

れも含めて 1ブロックづっ

1J:l.当する。

〈応援作業〉 (応援作業〉 〈応援作業〉

各淳書置の鱗装品溶接作業，修 変化なし 変化なし

繕船溶接作業，船台上溶接作業，

工場外地上大ブロック溶接作業

等あらゆる作業。本工と混在に

なる場合，別の班を形成する場

合があるo

構内入構者 90人 構内入構者 9人 構内入構者 14人

会従業員 96人 全従業員 29人 全従業員 27人

H 事例INo.3企業

〈船台上〉 〈船台上〉 (5-4，5 100区， 300区，岸壁

① 船台取付工程 ヨ〉 船台取付工程 船台)

担当作業…上部精進プロック溶 担当作業…変化なし 担当作業…場所はどこと決ま

接，船体の内務部溶接，]重要F部 ていない。あればどこのj容

分を除く外板溶接作業，一部 作業でもおこなう。

取付作業に従事したこともあ

る。

〈応援作業〉 〈応援作業〉

内業小組・大組立溶接，各岸 変化なし

霊堂の鱗装品溶接，修理船溶接作

業等あらゆる溶接作業。本工と

混在になる場合，別の班を形成

する場合とがある。

構内入構者 119人 織内入構者 13人 織内入者毒者 7人

会従業員 119人 全従業員 23人 全従業員 20人

鼠

大

づ

f妥
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資料3-2 取付戦場における社外企業の作業範聞の変化

1 974年 1 978年 1 980 

I事例No.5企業

(N S乍 l工場)

① 平行部ブロック大組立の流れ ① 平行部ブロック大級立の流れ

作業工程 作業工程

担当作業…ロンジ仮止の作業区 担当作業…変化なし

闘を独占して請負い，取付，

.it耳)(，仕上作業をおこなう。

(6岸里ま〉 ( 6律援〉

① ブロックの仕上，先行鱗裟品 ① ブロックの仕上，先行鱗装品

取{す場 耳)({す場

f1J.!o芸作業…NSイ工場から出て t1J.!o当作業…変化なし

きたブロ yクにそのままつい

て歪取，仕上作業をする。他

にそのブロックにつく蟻裟品

のイ反付ttも若干手がける。

〈応援作業) 〈応援作業〉

N S -3工場の曲がり部ブロ 変化なし

yク大組立工程でブロ yク取付，

.it耳)(，仕上作業，その他。

構内入構者 29人 構内入構者 4人 機内入構者 O人
会従業員 29人 会従業員 10人 全従業員 10人

韮 毒事例No.6企業

(NS-3， S-5工場〉 (NS-3， S-5工場〉 (S-5，300区〉

① 飴がり部ブロック大級立工程 ① 胞がり部ブロック大組立工程 ① 王子行部，泌がり部ブロック大

担当作業… lブロックづっ担当 担当作業…変化なし 組立工程

し，プロァクの仮付，歪取， 担当作業… 1ブロックづっ抱さ当

仕上作業。 し， ブロックの{反付，.it取

仕上作業。

(ドックサイド〉 (ドックサイド〉 (ドックサイド〉

φ ブロックの仕上，先行儀裟品 ① プロックの仕上，先行蟻装品 ① ブロックの仕上，先行綴装 ロ
取f寸場 取付場 耳交付場

担当作業…NS-3， S-5工場か 担当作業…変化なし 担当作業…S-5， 300IRから出

ら出てきたブロックにそのま てきたブロックにそのままつ

まついて， I星取，仕上作業。 いて，歪取，仕上作業。偽

{也にそのブロックにつく鱗裟 そのブロックにつく鱗装品(j) 

品のイ反fすけも手がける。 f反付作業。

〈応援作業〉 (応援作業〉 〈応援作業〉

N S-1工場の平行部ブロック 変化なし 内業の取付作業ならどこで

大組立工程で，ブロックの取付， 担当するが，船台上の綴裟品取

3長耳)(，仕上作業， その他。 付作業にいくこともある。

構内入構者 16人 構内入構者 13人 構内入構者犯人
全従業員百天 全従業員百天 会従業員百丈

)一
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1 9 7 8年 1 980年

ブロック同士の取付作業，溶 i るO

接後のいばりをグラインダー i② 修繕船
で除去する仕上作業，出来[ 扱当作業…マンホールの関節，

上ったタンクなどに水やエア[ 亜鉛板取りはずし，船体外板

ーを張って漏れを調べる填隙[ の取替え等の鉄工関係の作業。

作業。

構内入構者一15入
室夜事頁 15A

資料3 3 管鱗職場における社外食業の作業範囲の変化

1 9 7 4年

1 事例臨む11金業

〈船殻工場， 6岸，ドックサイド) I 総殻工場， 6岸，ドックサイド〉

担当作業…ブロック大組の段階| 担当作業…変化なし

1 978年 1 980年

から溶載時までに，甲板部の

パイプ，二重底，繍援，外板，

等を通るパイプの取付をおこ

なう先行管線装作業。

〈各鱗裟岸援各鱗装浮援〉

担当作業…係留された船の甲板 l 担当作業…変化なし

部，機関室における管の取合

作業。

〈修繕船)(依頼された時のみ) I <jl基綴船)(常時)

担当作業…管の取りはず、し，加[ 担当作業…変化なし

工，取fす，試験までの作業。

構内入構苦言 1 盟主 | 機内入構者=控主
全従業員 40人 | 全従業員 25人

H 事例No.l2企業 l 
〈陸揚管仕上場陸上管仕上場〉

担当作業…スケッチ管，型取管| 担当作業…変化なし

の曲(1'加工，組立，仕上作業。

〈各船台， ドック，浮援 I.各船台， ドック，岸援〉

担当作業…機関室の管の取合作 i 担当作業…変化なし

業。修繕船〉

銀当作業…管の取りはずし，加

工，取付作業(加工lシj、径管

の日寺のみ)，管の中の掃除。

構内入構者 12人
会従業員 12人

〈管加工工場〉

担当作業…管のフランジ仮止作

業を中心におこなう。

(修綴船〉

担当作業…変化なし。

人
一
臥

者
一
員

精
一
業
九一従
構
一
全
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資料3-4 仕上職場における社外企業の作業範留の変化

197 4年 1 978年 1 980王手

I 事例No.13企業

〈修繕船〉 〈修繕船〉 〈修繕船〉

担当作業・・・船の主機関の解放， 担当作業…変化なし。 担当作業…変化なし。

据え付，調整，運転までの作

業。

機内入構者 14人 構内入構者 24人 構内入構者 25人
全従業員 14人 全従業員 24人 全従(臨業時員 25人) 

工会む

意事例No.14企業

<f士上工場〉 <f士上工場〉 〈仕上工場〉

担当作業…補機(自ら解放して 担当作業…変化なし。 担当作業…変化なし。

工場に揚げたもの)の分解，

検査，組立作業。

〈修繕総〉 〈修繕船〉 〈修繕総〉

担当作業…船体部，機関部の補 担当作業…変化なし。 担当作業…変化なし Q

機器の解放，据え付，調整，

運転までの作業。

構内入構者 7人 構内入構者 10人 機内入構者 16人
会従業員 7人 全従業員 10人 会従業員 16人

1 974年

I 事例No.15::iI':業
〈新造船〉

担当作業・・・機関室、塗装。

〈修繕船〉

担当作業…船底掃徐，外板，タ

ンク，ホールド等あらゆるほ

歯の塗装。

〈床工事〉

担当作業…タイル張り，デッキ

資料3-5 塗装職場における社外食業の作業範囲の変化

1 978年 1 980年

〈新造船〉

担当作業・・変化なし。

〈修繕船〉

担当作業…変化なし。

〈新造船〉

担当作業…ブロック塗装。

〈修繕船〉

担当作業…変化なし。

コンポジション。

〈仕上工場〉

総当作業…解放，分解された議

機関，機器などの部品等を洗

う作業。

構内入構者=37A 
全従業員 118入

〈床工事〉

担当作業…変化なし。

〈仕上工場〉

担当作業…変化なし。

〈床工事〉

扱当作業…変化なし。

<f土上工場〉
担当作業…変化なし。

構内入構者… 56A
会従業員 103人

構内入機者一33入
金従業員 76人

資料 3-6 足場織場における社外企業の作業革在留の変化

1974年 1978年 1

I 毒事例No.16食業 j 
〈新造船，修繕船 I <新造船，修繕船〉
担当作業…足場の架設，解体作| 担当作業…変化なし。

業。足場器材の保守・管理，

運搬作業。潜水作業。重u量物
運搬作業。

構内入構者一旦2A 費四み墜輩出怨A
至高菜扇 112入 | 全従業員 28人

1 98 0年

〈新造船，修繕船〉

担当作業…新たに妨火作業が

加わる o また足場器材の保

守管理が自主管理ではなく

人
一
人

p
b
z
b
 

者
一
員

。
精
一
業

d
山町一従

な
構
一
会

(注 1)人員数は 8月蒋点で統一しであるが， 1974年のみ10月時点である。

2 )企業聴取認査により作成。
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表n-6 事例目。ム8企業の1:な請負仕事

1978年 1980年

1月2 3 4 5 6 7 8 9 10月

1979年

1月2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

① i 

③ 
ト→1

④ 
4 h 

⑤ 
4 
⑥ 
|←一一→|

め
ト→l
③ 

|←一一一一→|

持

〈請負仕事内容〉

① 事例自立9企業(函館， H造船所内取付作業， 6人貸工)

小型造船所(釜石，漁船建造， 42人)

②檎i鴻造船(家繍，漁船建造・修理，約11人)

③船主からの直接議負仕事(大中山，漁船建造 9.9t， 5 -6人)

④ 函東工業(函館， 630t裂タンカーの取付作業，約6人)

⑤ 高橋船舶工業(函館，漁船の取付作業， 15人)

⑤北海道運輸機工センター(臼高，座礁船修理，約10人)

⑦ 船主からの直接請負仕事(根室，漁船修理， 5 -6人)

③ 函館工機(言語銭，ハッチカバーの製作，鉄骨工事 6人築工)

(注)企業聴取調査により作成。

100社

50社

表Eω7 従業員への時間当り支払賃金

105 
問
題
ス
ポ
ッ
ト

円
U
一

般

87 86 

75 
78 m

，，
 勾，e
つれ“0
6
 

企

業 -700

数 1時間当り

支払賃金

資料出所:r造船関係構内下請企業の実態報告書J， 町謝海， 1979年2月o
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合は，そのもうかった分をつぎ込まなきゃ何もなんないでしょJ (間社長)ということになり，
企業存続にとっては，次の仕事をいかに確保するかが重要な問題となる。そこで，仕事を得る

手設としては， r同じ業者内で何とかかんとかといって，忙しいと世話してもらったり，世話
したりするからねJ (同社長)といわれるように，開業者聞の横のつながりを利用しているの

である。したがって，こうしたスポット業者は，同業者間のネットワークを基盤とし，さらに

そうした中で培われた人間関係を媒介にして全間的な造船労働市場内を流動しているといえる

だろう。造船業においては，このようなスポット業者は，溶接，取付，仕上，管蟻装，塗装な

どの職種に広範に見られる。このことは，次のような諸事例からも明らかであろう。

事例 1， r私の方で声かければ斡旋してくれたり，進んで、希望してきたりね，そのグルー
プがね，グループでくる臨時工が多いですね。造船所ばかり歩くというのがJ(事
例No.4食業社長，業種 -j容接)。

事例2. rだいたい東京以北は私ら常時電話連絡だとか伺とかっていうのつけてます。そ
ういうネットを組んでいるっていうようなことで，もう各グループごと，ほとん

どその既存の業者を引っばってきたというふうなことですねJ(事例No.11企業社長，

業種ー管蟻装)。

事{列3. r会社 (H造船所…引用者)からね，この期間ピークだから内地の知ってる業者
10人 1組くらい呼べないかとかさ。そしたら，こっちの方では電話なりして，知

ってる業者に遼絡して，そっちで手のあいてるような10人グループくらいの業者

いないかと，世にいう我々の世界でスポットね，内地にはね，それ専門にね飛ん

で歩く業者がいるんですよJ(N社外企業社長，業種一塗装)。

第 2に，社外企業の担当する主たる作業分野が，新造船作業から修繕船作業へと再編され

たことである。特に，以前から修繕船工事を祖当していた仕上職企業(事例No.13，No.14企業)

においては，売上高を伸ばすとともに人員規模を拡大させているのは注目される。

第 3に，前述したように親企業における生産方法の改変にともない，酪館市にあるH造船

所から室蘭市にあるM製作所へと地域を越え業務の重点を移すという形で再編成された企業が

見られることである。この中には，先にも述べたような全国的規模の社外企業が含まれている。

例えば，事例No.9企業の場合，本社を横浜市に置きつつ，各地(主な営業所は，新潟，室蘭，

函館，などの各市にある)に営業所を設け，それぞ、れの営業所における仕事量の増減や各地の

造船所からのスポット要員の要請に応じて，各営業所所躍の労働者(再下請労働者も含む)を

供給し合うといったシステムを全国的規模でとっている造船業独特の全国的労務供給企業なの

である。

「長崎でもって造船修理関係がありますと，こっち(横浜市…引用者)からボースンがつ

きましてですね，自分のところの人間並びにその再下請の 2次下請の者も連れましてです

ね， 10人なら10人つくって飛んで、いく J(事例No.9企業社長)。

第4に，前述した事例No.16企業の場合に見られるように，今次不況期を通しでも担当作業

やその作業内容の変化もなく，そのままの形態で維持されている企業が存在することである。

この企業は，創業時点からの従業員も残っており，他の企業と比較して長期勤続者(表II-8)

が多いという特徴をもっている。さらに従業員の技能面を見ても「優秀なのが多いんですよね，

まず、働くことですね，真面白にJ(関社長，傍点は引用者)といわれるように親企業にとって科

用価植の高い企業として位置づけられており，選別・育成された代表的事例といえよう。
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以上のような親企業からの発注工事量の削減や発注停止，入構人員の削減などの再編成が

進められる中で，仕上職企業を除く各社外企業は，売上高(対H造船所)の極端な減少(表H

-9，図司1)を余儀なくされ，倒産に追い込まれた企業もある。特に，それは親企業への依

存率の高い企業に多く見られた。倒産をまぬがれた企業の場合でも，ほとんどの食業が，売上

高に見合う規模に人員を大幅に削減し(表E句 10)，町場の仕事を捜しつつ細々と企業存続を闘

っている現j犬にある O 例えば， rいやあ，めためたですわ。 53年(昭和…引用者) 8月で， も
う仕事がパサーッと，まあそうですね， (その年の)春ころからもう(仕事が)なくなりまして

ね。 8月エンドでもって，全部一応引き上げたんですよ。それから今度，旅の方へみんなパラ

パラになったんですねえ。 53年暮から54年4月ごろまではどうしようもなかったですねJ(事例

No.ωl企業社長)といわれている。この企業の場合は，その労働力構成(表n-11) を見てもわ
かる通り，元からいる労働者が1名のみであること，勤続1年未満のものがほとんどであるこ

とから，一度休業状態に路ったほどなのである O

こうした中で，比較的積握的な対応を図っている企業群について，その特徴を見れば次の

ようになる。

第 lに，親企業以外の小型造船所や臨上工事分野に従業員を派遣することによって，その

存続を図っている諸企業，特に，溶接，管鱗装，塗装といった陸上部門の工事に関連のある職

種を持つ食業の場合がそうである。例えば，事例NO.2企業は，親企業以外の町場の仕事をする

ために自工場を設立し， r ドック (H造船所…引用者)はドックで，今入っている14~ 5名く

いの人間がなんとか仕事がつながるくらいになってくれればいいがなあと思っているんですよ

ね。ドックばかりにおんぶしてでもしょうがないから。もちろん臨上の方もこれからもっとも

っとやろうと患っているJ(同社長)といわれるごとくであるが，このケースはきわめてまれな

事例だといってよい。ただし，i容接戦企業の場合には，従業員にNK(日本海事協会規格)以
外の技能資格，開えば， JIS (8本工業規格)， JPI (日本石油学会規格)などの資格を取

得させ，i容接工として幅広い技能を身につけさせているといった対応が多く見られる(表E時

12) 08)例えば，事例No.3企業の場合には，表E市 13の会社組織を見てもわかる通り，さまざま

な搭接作業をこなしており，国外工事を請負うまでに至っているのである。また，こうした睦

上部門に関連のある織穣を持つ企業では，建設業法の施工資格を取得した企業も少なくない

(表n-14)。 これによって，市役所や北海道庁，北海開発庁など官公庁発注の工事を単独ま
たはゼネコンの下請として請負う企業もできているのである。

第2に，転業した企業では，これまでの技能を生かして陸上部門業撞(鉄工所)に転業し

た企業(事例No.lO企業)や，まったく関連のない業種，例えばホテルや飲食感経営に転業した

企業などがあるJ)
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表E時 s事19tJNo.l6食業の労働力構成

=註ぞ空 1年未満 1-2年 3-4年 5-9年 10-14年 15年以上 言十

20歳未満

20-24歳

25-29歳

30-34歳 1 1 

35-39歳 1 4 5 

40-44歳 1 1 3 5 

45-49歳 1 1 

50-54歳 l 2 3 

55-59歳 l 1 

60歳以上

員十 1 2 
し一一 し……

1 12 16 

(注)労働者名簿により作成。

表E句 9 売上高(日造船所)規模別企業数の捻移

長エ瓦----主竺 1974年 1975年 1976年 1977年 1978年 1979年

0- '300万円未満 3 ( 3.9) 2 ( 2.6) 2 ( 2.6) 4 ( 5.1) 4 ( 5.6) 4 ( 5.7) 

300- 500万円未満 1 ( 1. 3) 2 ( 2.6) 2 ( 2.6) 3 ( 3.8) 4 ( 5.6) 4 ( 5.7) 

500- 700万円米満 。 1 ( 1.3) 2 ( 2.6) 3 ( 3.8) 3 ( 4.2) 5 ( 7.1) 

700-1，000万円未満 3 ( 3，9) 1 ( 1.3) 1 ( 1.3) 。 4 ( 5.6) 2 ( 2.9) 

1，000-3，000万円米満 18 ( 23.7) 19 ( 24.7) 17 ( 22.1) 23 ( 29.9) 17 ( 23.6) 22 ( 31.4) 

3，000-5，000万円未満 11 ( 14.5) 10 ( 13.0) 10 ( 13，0) 8 ( 10，3) 16 ( 22，2) 15 ( 21.4) 

5，000-7，000万円未満 9 ( 11.8) 6 ( 7.8) 11 ( 14.3) 8 ( 10，3) 9 ( 12.5) 6 ( 8.6) 

7，000-1 億円米満 5 ( 6.6) 8 ( 10.4) 6 ( 7，8) 11 ( 14.1) 4 ( 5.6) 3 ( 4.3) 

1 -2 億円米満 15 ( 19.7) 14 ( 18，2) 15 ( 19.5) 7 ( 9.0) 6 ( 8.3) 6 ( 8.6) 

2 -3 {意、円未満 4 ( 5.3) 6 ( 7，8) 4 ( 5.2) 4 ( 5.1) 4 ( 5，6) 。
3億円以上 7 ( 9.2) 8 ( 10.4) 7 ( 9.1) 7 ( 9.0) 1 ( 1.4) 3 ( 4.3) 

計 76 (100.0) 77 (100.0) 77 (100.0) 78 (100.0) 72 (100.0) 70 (100.0) 

u主 1)函館市役所不況対策室調べにより作成。

2) ( )内は，梼成比。

袋五四 10 従業員規模別企業数の推移

ぷ瓦--え竺 1974年度 1975年 1976年 1977年 1978年 1979年

1-10人米満 9 ( 11.4) 11 ( 13.8) 14 ( 17.5) 22 ( 26.8) 22 ( 28.2) 22 ( 29.7) 

10-20人未満 30 ( 38.0) 29 ( 36.3) 25 ( 31.3) 26 ( 31.7) 26 ( 33.3) 25 ( 33.8) 

20-30人米満 8 ( 10.1) 7 ( 8.8) 12 ( 15.0) 16 ( 19.5) 17 ( 21.8) 17 ( 23.0) 

30-50人米満 14 ( 17.7) 14 ( 17.5) 17 ( 21.3) 6 ( 7.3) 5 ( 6.4) 2 ( 2，7) 

50-70人未満 7 ( 8.9) 8 ( 10，0) 5 ( 6.3) 6 ( 7.3) 3 ( 3，8) 4 ( 5.4) 

70-100入米満 7 ( 8.9) 6 ( 7.5) 4 ( 5.0) 4 ( 4.9) 2 ( 2.6) 2 ( 2.7) 

100-150人未満 2 ( 2，5) 3 ( 3.8) 3 ( 3.8) 1 ( 1.2) 2 ( 2.6) 1 ( 1.4) 

150-200人未満 2 ( 2，5) 2 ( 2.5) 。 1 ( 1.2) 1 ( 1.3) 1 ( 1.4) 

200人以上 。 Q 。 。 。 。
言十 79 (100.0 80 (100冷) 80 (100.0) 82 (100.0) 78 (100，0) 74 (100，0) 

(注 1)iI&館市役所不況対策室調べにより作成。

2) ( )内は，構成比。
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町
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(i主) 1)生産協力会，事業協間総合堤f共資料により作成。
2)実線が生産協力会，点線l主事業協i湾組合である。
~)各組合員数の推移は，後掲注但 5 の表を参照のこと。
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表IT-ll 毒事例No.1企業の労働力構成

ぷ!l年米j鵡 1-2年 3-4年 5年以上 言十

20歳未満

20 -24歳

25 -29議 2 2 

30 -34歳 2 2 2 2 

35 -39歳

40 -44歳 4 1 1 (1J 6 (!J 

45 -49歳 1 (1) 1 111 

50 -54歳

55 -59歳 1 l 

60歳以上

2 2 (! J 
言十 8 (1) 3 1 (IJ 

12 111 

(1主) 1) ( )内は女子労働者で内数とする。

2)右腐の数字は，書住職したものが得度入殺したもの，

[ 1内はJi:からいる労働者数，いずれも内数である。
3)労働者名簿により作成。

表IT-12 溶接工有資格者一覧

資 f各 珂0.1企業(人) 珂0.2企業(人) No.3企業(人)

ガス溶接作業主任者 1 

ガス技能講習 1 4 

普通ボイラ溶接工

溶接技術者認定2級 l 

J 1 S A 2F 4 

A-2P 3 

N 2 F 5 10 9 

N-2P 3 7 9 

J P 1 B -1 7 

C 1 2 9 

E - 1 2 2 7 

E - 2 2 

N K A 2 F 3 13 

A 2V 11 11) 12 11 

A 20 11 8 8 

全従業員数 12 (1) 27 20 

(注) 1)複数資格取得者会む。

2) ( )内は女子労働者で内数とする。

3) 1980年11月現在である。

4)金業聴取調査により作成。
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ボ
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ボ、ースン(1人)

ボースン(1人)一一一般工作入)

一般工(2入)

下請労働者 (4人)

(i:l:) 1)本工員の中には若干名の臨時工が含まれている。

2)この企業には下翁企業が4社ある。

3) 1980年11月時点。

4)企業聴取調査により作成。

. (カイロ(エジプト).石油掘削船の居住区取答作業〕

. (苫小牧，石油綴削船の船体修理作業〕

・〔知内，火力発電所の溶媛作業〕

. (誌面銘，佐々木工業において管の溶接作業〕

・〔千葉，川崎製鉄所構内設備の修理作業〕

事務員(1入)

主主

建設業法の許可取得状況

二七 11 建 大 tl 内 左 と 屋 フ、 塗 言霊 霊童 水 I育 鍋 主失 し 板 防 機 ;湾 主k 透 さ 建 不
取得許可名 ロ I口b、

i入Zニ 未 取
y 

ゆ
械

取
装 び ク

加支L 道 f議 構 Rお
タ 管

器
車各 業

{等
フ 石 ん く f尋

イ 呉 {f 乙
ii 土 }!/ 通 施 施 造 方哲、

せ 業

所長翼線合別
レ 2空

言十 数 数 主容
木 裟 築 工 ス t 官 木 F良 ガーノ 袋 加買lf言 言責 3量 物 筋 て〉 金 水 霊童 言受 車京 関 井 呉 員月

生 度協 カ A23Z 、 1 4 1 1 1 5 212 7 413 30 15 28 34.9% 

事業協向組合 1 1 1 1 2 1 4 10 9 17 34.6% 

A 口 言十 1 4 I 1 1 2 I 6 214 7 51 3 4 40 24 45 34.8% 

表立-14

同
一
-
H

1)生産協力会，事業協同組合聴取りにより作成。

2)いずれも1980年までに取得したものを示す。
(i主)



172 教育学部紀要第 39号

目社外工労働力の陪冶・再編と社外工労働市場の特費

1.社外工労働力の陶冶とその性格

社外工に対して行なわれる教育談i練には，日造船所安全衛生協力会を過しておこなわれる

技能・技術教育と各社外食業で行なわれる技能教育 (0J T中心) ¥二分けられる。

前者については，さらに親企業主導の教育と造船下請企業の全国団体である日本造船協力

業者自体連合会 (8造協)からの委託教育に分けられる。こうした教育(表闇-1)は，各種

技能資格取得や親企業における諸設備の改変にともなう技能・技柄教脊，安全衛生協議会にお

いてなされる各企業主対象の安全指導，新入社外工に対する安全教育，社外工監督者層に対す

る教育などを含んで、いる。それぞれの特徴点を述べると以下のようになる。

表 m …1 安全衛生協力会における Off.JT 

¥教育¥の 年度
内訳¥

1 9 7 2年 1 9 7 3年 1 9 7 4年 1 9 7 5年

技能教育 電気湾接技能議開 (4並'J""施) 言電気溶接技能講著書(5防) 電気j容按技能議腎(8回) 電気溶按技能議事司 (5@)

玉掛技能溝手守(2 n凶) :E掛技能講習(3筏) 玉後技能講脅(3悶) 玉掛投書官講営(]後])

ガス投能J韓関 (1図) ガス技能議鷲 (2IT司) ガス技能縁関(4回) ガス漆接役者を講望号(2白U)

初級技術指導教育(5図，溶接 足場作業主任者講努(3閲) ホイストクレー/取扱議開(1凶)

組立f也) 中級技術指導教育(6隠，縁袋 ゴJ ドラ取扱講脅(2閲)

戦，総立，溶接他) 研削砥石取扱講腎 (1図)

16ミリカラー映写(艇の配管鱗 中級技術指導教育(3凶，線接

装) 組立，溶接他)

足場作業主任者議腎 (1凶)

安全教育 安全衛生協議会(例会) 安全衛生協議会(例会) 安全衛生協議会(例会) 安全衛生協議会(例会)，安全議

新入協力工安全教育(毎月毎遜 新入協力工安全教事守(J守口22名) 新人協力工安全教育(2，502名) 腎
月日謹，総受講者658名) 自殺f品安全点検実施 企図安全週間行事実施 新人協力工安全教育(]守117名)

全E霊安全週間行事実施 産業安全技術館兇学 安全推進員講習受講 スライド映写(労働安全衛生法1

自遊説安全手線配布{雲監溶，耳E 北海道労倒I衛生大会出席 。災害ヲ目指シテ他)

付組立，玉掛，致袋，船舶ギソー) 安全管理研修会

安全衛生法説明会照鍛(講師， 粉ジンマスク着用教育

監1f饗)

霊長持者教育 ボースン技術指導教育(安全合

む，言霊i寄5回，総立取付4凋，
塗装4戸])

そ グ〉 他優良事業所見学(八戸)，安全パ 優良事業所見学{東京右犠第2) 後良事業所見学(鋭管清水) 優良遊船所兇学(三井千葉)

トロール実施，整理・繋頓・ 1青 f也，左に同じ 他.友に!珂ヒ 他

探索施， ドック安全衛生管環委

員会出席(月例)

¥教¥育の 年度
内訳¥

1 9 7 6年 1 9 7 7年 1 9 7 8 年 1 9 7 9年

技能教育 初級技術指導教育(51ill.溶接， 日造協技術指導講習導

総立.耳~fす，綴裟) (主監禁7閥，機装 1閏)

中級技術指導教育(4図，組立，

耳~ft，綴裟)

上級技術指導教育(2凶，溶接)

ガス溶接技能議開(2関)

造船技術指導スライド映写会

安全教瞥 安全指導スライド型軽写会(21ill: 日進協東日本地区相互苧安全点検 北海道産業安全衛生大会出席

安全指導害発行

全鴎産業安全衛生大会参加

盤苦手者教事守

そ の 他 ドyク安全衛生協議会および部 左に!司む 在にj湾ピ 友にi潟じ
安全衛生協議会出席(毎月)他 優良遺船所見学(三菱横浜)

(注)安全衛生協力会総会資料より作成。
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本土外工の職種別作業内容と熟練の性格

作 業 内 が廿で， 主なさ主濠手段 守三な技能資絡 事丸 線 。〉 f生 格 作業の変化と熟練の変容

内業。プロ yクの小車Il..大組立i容接，先行 各種自動浴接機， NKA-2F 第1のずイプ，複線平行部や泊がり部でも 4定の姿勢でできる 溶接捧の改良，発途，各種自動機械の使用などにより能率精度

線装品f容f産，パイプ漆縁。 手動溶接機，キャ 2 V， 20 簡単な下向きI害後とともに，立向き溶接の一宮sもできる佼能程度z が一段と!向上したことにより，督とくらべて技能修得期限は綬
外3量・ 0・船台jこの船体内構j)jl・外様部ブロソ プタイヤ，ホルダ 1-2年の経験が必要とされる。主に小級立，中級立(やさし くなったといえる。さらに今次不況期を通じて段上溶後進出に
クj容接投びに1:，昔日構造ブロ yクj容綾 一，保護具 い個所)作業で，女子労働力に多く宛られるタイプである。 見られるように，第3のタイプの労働力に陶冶されたり，関連
修繕船溶接作業。 第2のタイプ，難しい下向き溶緩や立向き，上向きも一応でき 機種の投書Eを修得した者が存復している。

る技能程度。 3-4年の絞駿が必婆とされる。一応「…人商ijJ
の溶接工といえる。]:，1こ中総立，大総立，船台(重要{殴併を除く)

級立作業に従事している労働力。

第3のゲイプ，手溶接作業であれば，どこでも能率よくこなし，

終に総合上の最重婆{問所でも作業手きる技能穏度。さらに管，

ボイラ，特殊鋼寺どの;寄接作業もできる主主ベテランといわれる

ヂイプで5年以上の経験が必要とされる。主に船台，管工場で
見られる。

ill-2 

(i)溶接工

事長

(ii)取付I

作 3量 内 容 主な生産手段 3::な技能資格 喜え 車車 の 件司 格 作業の変化と熟練の変容

i勾業 ロンジ材， トランス材などの骨部材 溶接機，ガス切断 j容媛C級 (宇土 第1のタイプ，内業取付工にみられるように，取付，仕上，ヨ2取{す工の作業が内楽・外業iこ分化したが，今次不況期を通ピ，
を長丑立て，板にf反fすけしていく作業で 機， グラインダー， 内認定) 取などの各作業ができる労働力であり， 3-4年の経験が必要 第3のタイプの労働力へと陶冶されたり，陸上の鉄工作業の技
あり，平行部と鈎がり告書にわかれる チッピングハンマ ガス投能議官号 とされる。 能を修得した者が存在している。

単位作業は取付，仕上， fti取であるc 一， *Jili:ホース 研削・低石 第2のタイプ，外業取付工にみられるように，取付作業のほか，

外業‘ー工場内で級立てられたブロックを船 王様 凶泌が絞め，水平のみられる労働力であり， 4 -5年の経験が
合 1:で、仮付けしていく作業であり，時i ホイスト 必要とされる。

{立{乍尊重は，大構(外車置などの外殻構 第3のタイプ，内業，外業を関わず，総殻関係の仕事をほとん
造)のシーム及びパソトの仮付it，内 どこなすことのできる労働力であり，少なくとも 5年以 1:1こわ
構プロック取合の合わせ切り及び仮 たる幸男113の経験を必婆とする。
付けである。

同
日
可

ω

(iii)管綴装工(管加工合む)

作 業 内 d廿， 主主生綾子殺 3三な技能資格 事キ 車車、 の 十午 {告 作業の変化と熟練の変容

先行管線装，船体管鱗装，機関室管主義装 溶接軽量， ガス切断 I害援C級(社 第lのタイプ，管の拠取りを中心とした，もっliら線装作業に 今次不況期に，大半が陸上配管作業に従察するようになり，そ
作業。 機，小毅ベンダー， 内認定) 従事する労働力であり， 3-4年の車王験が必要とされる。 の技能を修得している。なかには建築配管の資格を取得したも

水圧ポンプ，パイ ガスJ支古EJ茸望書 第2のタイプ， 'í苦の内作加工から綴裟に~る各種の作業の技能 のがしミるほどである。

7'カyター， グラ ヨ;.1卦 を~事得した労働力であり，その -~ßIま陸上配管作業も修得して
インダー ホイスト いる容がいる。 5年以上の経験が必要とされる。



(iv) f士上工(:'1:'補機組if.， 甲板機械組立合む)

作 業 内 n全'i' 主なさ主産手段 主な技能資格 寺高 練 の 十空 格 作業の変化と熟練の変主主

修繕又l主総舶の検査特に船体部(ウインチ， ドリル， スノずナ， 玉#ト 第1のタイプ，修繕船作業にみられるように，諸機関の仕上作 特になし。

ウインドラス等の荷役装震，係官雪裟震など) レンチ，チェーン ガス技能議事ヨ 業をこなすが，位震出し作業や機関の中枢部のf士I:j乍業につい

機関部(主機，純系，織機，発言重機など) f口 yク，ジャ y ;容接C級(社 ては，まだ指導が必嬰な労働カであり. 3 f手の経験が必要とさ
の議機関，装議，機器の解放，検査，組立， キ{守電動ポンプ， 内認定) れる。

据え付， ~理事室，運転作業である。 言問l告書， ガス切断 第2のタイプ，修繕艇はもちろんのこと，新造船のft上作業(

機，溶接機 主に機関の据え付It) をもこなし，そのうちで最も難しいとさ

れる翰芯見通しをもこなせる労働力であり， 10年の総験が必要
とされる。

(V)塗装工

{宇 業 内 F壬τaテ， 3:な生産手段 主な技能資格 事え 練 の {生 f事 作業の変化と熟練の変容

上部構造，外板，タンク・ホールド，機詩書室 エアレススプレー， なし 第 lのタイプ， f畢除や養生作業のような手元作業や線装品の小 スプレーの普及，発達や新建材の多間などによって織人的技能
といった各区闘ごとに①鋳落，を沖合よ査，③ サンダー，ハケ， 物などを刷毛塗りする，ヨミとして女子労働力にみられるタイプ が不要化してきていると河野寺に主主装作業の簡単化が著しく遂ん

鋳止め主主り，④仕上主主り，③検笈の工穏で ローラー で，特に罪対車は必要としない。強いていえば，器用さと了寧さ でいる。また，今次不況期において， ~豊土部門の塗装作業に従
作業がおこなわれる。 が事F求されるのみである。 事し技能修得しているものが存在する。

第2のタイプ，主にサンダーによる鎌務し作業に従事する労働

カであり，半年から l年もすれば「一人前j になれるタイプで

ある。

第3のタイプ，サンダーによる鋳溶しからスプレ 塗装までで

きる労働力であり一人前J の造総主主装工といえる。 3俸の経
験が必要とされる。

第4のタイプ，上部構造の部屋まわりの塗装や船名，吃水線lie
入といった緋殊分野の塗装を援当できる労働力で脱毛主主りを主

とする織人的技能が婆求されるタイプ。 10年の級車貴が必要とさ

れる。

(vil足場工

作 業 内 d全~ 主な生漆手段 ヨミな技能資格 車丸 線 の f生 干各 作業の変化と熟練の変容

足場の架設・解体作業。 カッター， しの， 三五掛 仕事そのものは l週間もあれば修得できるが，様々な足場架設 技能修得期間が係織に短くなっている以外には特別の変容はみ

ウインチ，スパナ， 足場作業主任 方式を覚えるには半年から l年の経験が必婆とされる。また， られない。

シャ /7)レ 者 ボ スンクラスになるには，約3年の総験が必要である。

ゴンドラ

i主)企業務取，労働者福接言語査により作成。
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第lに， 1972年に集中しておこなわれた監督者教育は， H造船所における大型船建造体制

に備えた教育であり，従来のような職人的タイプの監督者から親企業の労務管理の近代化に合

った監督者への転換を図る内容のものであった。

第2に，安全教育については，まず、新入社外工に対しておこなわれる教育ではスライドに

よる丸害事例の説明，構内規期の説明などが主であり，時間にして数時間というきわめて不充

分なものである O また，安全衛生協議会主催の各企業主になされる指導教育は，単なる安全指

導ばかりでなく，社外企業と親企業との直接の意志醜通の場として位置づけられており，社外

企業管理の機能をも果している点が重要で、ある。

第3に，技能・技術教育については，基幹職穏である溶接工やガス技能工に対する資格取

得のための技能講習の比重がきわめて高いという特徴がある O 特に溶接工に対しては，新入社

外工を対象にH造船所の溶接実習所において 1逓間から 1カ月間程度，座学を含めた教育訓

練が行なわれている。これは，親企業の要請にマッチした造船溶接工としての基礎訓練を目的

としたものである。また，取付工に対しでも，同様に 1週間程度，i:容接の社内認定資格C級を

取得できるように基本訓練を行なっている。

次に，後者の各社外企業で行なわれる OJTを中心とした技能教育については，技能養成方

法を，その熟練の性格と合わせて職種別に明らかにしよう(表聞-2)。

(i) 造船i容接工

i容接工の場合，前述したように新入社外工のうち，経験工の場合は必要に応ピて，新規職

訪JI校卒または未経験工の場合は無条件に日造船所のj容接実習所へ入ることになっている。ここ

では，未経験工を中心に見ていくこととする。実習所を出ると，i容接作業の基本とされる下向
き関肉溶接ができるという韓度にはなるが，現場ではまだ通用しない O 配寵される作業場所は，

女子労働者の場合には例外なく内業のうち，特に小組立工程に配置される。というのは，女子

の場合，足場上の作業が禁止されていることや，小組立工躍ではi容接の基本姿勢である「下向

きjで充分作業できるためである。これに対して，男子労働者の場合は，内業・外業を間わず

配置され，ボースンを中心とした作業集団の中で，ボースンや先輩労働者について技能を修得

する。その際，配量された現場で本人が修得容易な作業から就労させ，全体の作業能率を落さ

ないことが何よりも重視される。つまり，常にやさしい下向きj容接作業ばかりということでは

なく，むずかしい姿勢の溶接や重要部材の溶接についても，多層盛りのうち中間部分の盛りを

させるといったように，その作業の中でできることから積極的に従事させるのである。特に，

早急に「一人前」として機能できるように，ボースンや先輩労働者が，部材に合わせた電流調

整の仕方や狭隆部分のj容接の擦の姿勢の取り方，またその場合に溶接棒をいかに曲げたらより

効率的な溶接ができるかといった棒の扱い方などを，その運棒法を含めて実擦にやって見せ，

手とり足とり教えられる。後は，欠陥のない漆接をいかに能率よくこなすことができるように

なるかを，先輩労働者の作業を見ながら，その「コツJを含めて自ら修得していけばよいので

ある。 3年もたてば，一応「一人前jのj容接工として通用するといわれている。そして，この

間に， l'容接技能資格のA-2Fから 20までの資格をほとんど取得するが，そのための特別の

準備教育はなく，資格取得が技能修得に位置づいているとはいえないのである。こうした養成

方法の特徴として，例えば次のように言われている。

事例1. r社外工の場合はね，能率をまず、考えるからね。もう実際に生産させながら徐々に
腕をあげていく方法をとりますからねJ(事例No.4企業社長)。
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事例2. rいろいろな仕事をさせられるし，自分たちの仲間でいピめるということで、すよ。
悪い意味のいじめるということではなくてね。仕事でいピめて教えるということです

よJ(事例No.1企業ボースン，溶接工No.14)。

しかし，一応 f一人前Jとなっても，まだ検査基準の特に厳しい{関所(併えば船体中央部

の外板，甲板部分など)は，すぐには扱当できない。そうした鱒所は， r超一流Jの労働者が担
当することになっており，最低でも 5年以上の経験が必要とされている。さらに，経験工の中

には，陸上部門のj容接を経験している者がおり， JIS， JPIは言うに及ばず¥中にはステンレ

ス，ボイラー溶接士などの高度の技能資格を取得している者もいるといったように， ?容接工と

して万能的な腕を持つに至った熟練労働者層も存在しているのである。以上の事実からも明ら

かなように，その熟練の性格を主たる尺度として類型化してみると，現段階の造船溶接工は，

次の 3つのタイプに分けることができょう。

第 lのタイプ，誼線平行部や曲がり部でも一定の姿勢でできる簡単な下向き溶接とともに，

立向き溶接の一部もできる技能程度。 1-2年の経験が必要とされる。主に小組立，中組立(や

さしい{随所)作業で，女子労働者に多く見られるタイプである。

第2のタイプ，むずかしい下向き搭接や立向き，上向きも一応、できる技能程度。 3-4年

の経験が必要とされ，一応「一人前jの溶接工といえる O 主に中組立，大組立，船台(重要個

所を除く)組立作業に従事している。

第3のタイプ，手溶接作業であれば，どこでも能率よくこなし，特に船台上の最重要個所

(船体中央部の外板，甲板部分など)でも作業できる技能程度。さらに管，ボイラ，持殊鋼な

どの溶接作業もできる超ベテランといわれるタイプで，最低で、5年以上の経験が必要とされる。

に船台，管工場で見られる。

( jD 造船取付工

内業取付の未経験工の場合，まず前述したj容接実習所において 1週間から10日ほど溶接

の技能講習を受けて，社内認定資格C級を取得する。その簡はもっぱら雑役仕事が中心である。

資格取得後は，ただちに現場でボースンに指示されながら，ロンジ取付作業から始め次いでト

ランス取付作業などに従事する。最初はまだ戦力として期待できないため，平行部の比較的や

さしい取付作業が主である。この間に溶接以外に必要な技能資格，例えば，カホス作業の資格，

研削砥石，ヨミ掛などの資格を，仕事の合い聞をぬって講留を受け取得する O この期間はほぼl

年である O その後，徐々にむず、かしい個所の取付作業へと，取付作業を中心に，その他の蓋取，

仕上作業も含めて，ボースンや先輩労働者に指示されながら技能を修得する O その際，内業で

は次々とブロックを流していかなければならないために実作業において時間的余絡が少ないこ

と，あるいは現場塔裁時におけるブロック関士のず、れを解消させるために製品精度の向上が一

段と強く要求されることなど，正確かっ能率の上がる取付作業の仕方を修得することが何より

も重視されている。したがって，こうした作業を遂行できる f一人前jの取付工になるために

は3-4年の経験が必要とされる。

外業(船台)取付の未経験工の場合，やはり H造船所の溶接実習所において 1週間程度，

溶接の基本訓練を受けて， ?容接の社内認定資格C級を取得する。その後はすぐ現場に出され，

選呉運びゃジャッキ押しなどの作業に配寵され，その期間lこ，取付作業の手j艇を道具の使用方

法や鉄板の伸縮作用を含めて教えられ，さらにガス切断作業に従事できる資格を取得する。だ

いたい 1-2カ月はこうした手元作業が中心であるが，しだいに実際の取付作業をボースンや
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先輩労働者について技能修得する。 6カ月もすれば，やさしい取付作業，例えばフロアーとか

フレームの継子部分の取付は l人でできるようになる O その後は，シーム，パットの取付や内

構部の内，骨部材が複雑に入り組んだ個所の取{すなどのむずかしい作業にも積極的に従事させ

られる。ところで，こうした外業取付の場合，いくら内業で 1つひとつのブロックが注意深く

正確に製作されているとはいえ，現場塔載時にはどうしてもブロック関士のずれが生じてしま

うということが多いのである。したがって，その調整の場合，部材を再度切り直して調整する

かジャッキや「ウマJをかつて調整するかといった処置の仕方については，その際の「コツJ
を含めて先輩労働者の作業を見ることによって自ら体得していかなければならないのである。

だいたい 2年もすれば一応の戦力として期待できるといわれる。しかし 1人で関聞を見つつ，

その通りに取付作業をこなし，また特に fカンjや「コツ」を要する位置出しの擦の水平を見

ることもできるようになるには4-5年の経験が必要とされ，この段階に至って f一人前jに

なるのである。こうした内業，外業取付工の養成に当っては，次のように言われている。

事例1. r全然知らないで、やってもね，やはり仕事にならないんですよ。やはり溶接はC級
までいかないと(仕事に……引用者)っけないもんですから，それでだいたい 1週間

ないし10臼問の技能講留をドックさんにしてもらうJ(事例No.5企業社長)。

事例2. rはじめは，職人について，ただそれこそ先手というけどね，伺か取ってよこせと
かジャッキよこせとかそういうな仕事でもって見て覚えて，その関に織人が教えて…

とにかく，入ればすぐガスと電気(接接…引用者)は講習させてさ，一応、社内で使え

るだけの腕にさせるからJ(事例No.9企業，取付工No.8)。

このように， H造船所では，社外取付工においても内業と外業との作業分化が明確になっ

ているという特徴がある。したがって，内業から外業へまたはその逆へといった社外工の移動

は，ほとんどない。ただし，経験工の中には，溶接工の場合と両様lこ，内業，外業を間わず、作

業できる者が存在している。特に，以前に小型造船所において取付工の経験がある者に至って

は， 1現lえば f造船に関する仕事は，現図を除いてね，マーキンというのかな，板取り，材料の

板取りから組立，ある軽度の溶接と現場製作ね，それから全部ゃったんで、すJ (内業取付工No・

5) といわれるように，一応造船関係，特にその内の船殻関係の仕事をほとんどこなせる者が

存荘しているのである。

したがって，以上の分析結果からして取付工の熟練の性格は，次の 3類援に分けることが

できょう O

第 1のタイプ，内業取付工に見られるように，取付，仕上，歪取の各作業のできる労働力

であり， 3-4年の経験が必要とされる。

第'2のタイプ，外業取付工に克られるように，取付作業の他，罰爵が読め，水王子の見られ

る労働力であり， 4-5年の経験が必要とされる。

第3のタイプ，内業，外業を間わず，船殻関係の仕事をほとんどこなすことのできる労働

力であり，少なくとも 5年以上にわたる棺当の経験を必要とする。

伊丹 造船管蟻装工(管加工含む)

未経験工は，最初にボースンや先輩労働者につきながら，船の構造・名称，道呉の使い方，

パイプの種類・名称などを教えられると問時に溶接作業やガス切断作業を修得させられ，それ

ぞれの資格(ガス作業の資格，溶接の社内認定資格C級)を取得する。そうして，議接やガス

切断が一応できるようになった段階で，ガスバーナーやベンダーによる管曲げ，切断作業など
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の先手となるように養成される。この期間は，ほぼ半年から 1年である。その後，徐々に層面

の見方や管の型取作業を修得するわけである。その際，間面については，実物と照らし合わせ

ながらきわめて丁寧に教えられ，特に図面上の記号・符号やパイプの用途に応じた略称、記号を

修得することが重視される。型取作業については，やさしい作業，例えば比較的楽な姿勢でで

きる所で細いパイプの型取りをさせながら，徐々に足場上とか不自然な姿勢になる場所での型

取りや太いパイプの型取作業に従事させる。その際，あくまでもボースンや先輩労働者の作業

を見ながら，特にその型取り要領，つまり効率的で見た目の良い型取りの仕方を自ら研究して

修得していかなければならないのである。だいたい 3-4年もすれば，型取作業を中心とした

管蟻装工として f一人前jに機能できるといわれている。例えば，こうした養成方法について

は次のように言われている。

事例1. r結局，吉い人につけてやらせるんだな。やっぱりね，もうつける時はず、っと
つけるんだけどさ。覚える人だったら竿く覚えるけどな，やっぱり飲み込みの惑

い入もいるしねJ (事例iNo.12企業現場資任者，管蟻装工No.l)。

事備2. rいきなり大きいパイプから手をかけないで，その細いパイプの方から段々研
究しながら勉強しながらやっていくわけさ。それから徐々に太いパイプにかかっ

ていくわけさJ (事情恥11企業，管蟻装工地5)。

なお，経験工の中には，管の内業加工から蟻装に歪るまで多面的な技能を修得した者がい

る。彼らの技能修得度は，管の切新，曲げ加工，溶接(仮止)といった技能はもちろんのこと，

彊面通りに配管し，型取りもできるという具合である。ここまでできるには，最低で5年の経

験を要するといわれている。さらに，これらの熟練工の中には陸上配管作業をも修得している

者も存在する。こうした状洗からいって，管蟻装工の熟練の性格は，次の 2類型に分けること

ができょう。

第1のタイプ，管の型取りを中心とした，もつばら蟻装作業に従事する労働力であり 3

-4年の経験が必要とされる。

第2のタイプ，管の内作から蟻装に至る各種の作業の技能を修得した労働力であり，その

一部は陸上配管作業もこなせるタイプ。 5年以上の経験が必要とされる O

(iv) 造船仕上工(主・補機組立，甲板機械組立含む)

未経験工は，やはり最初はボースンや先輩労働者について，工器具類の名称を教えられ，

もっぱら道具の用意やパッキンの掃除といった手元として養成される。こうした手元の期間に，

諸機関の名称やその用途，解放する擦の使用工兵，検査に当つての品物の測定の仕方などを一

応教えられる。しかし，解放する機関の種類の多様さから，それはあくまで、も一部分にしかす

ぎないのである。後は，実際にやさしい解放作業を自ら行いつつ，その都度，ボースンや先輩

労働者に教えられるか，または彼らの行っている作業を見ながら，特にそれぞれの機関に応ピ

た工器具の選定やそれらの使い方，検査方法を注視し，自ら修得していく以外にないのである。

1年もたつと，例えば主機関のカバーまわりの解放などのやさしい作業は1人でできるように

なる。その後は，順次メタル類や加給器などの重要な機関・機器の解放作業にも従事させられ，

だいたい 3年もすると同じ種類の機関の解放作業は充分で、きるようになり，一応「一人前Jと

しての戦力となる。こうした養成方法については次のように言われている。

事例1. r技能教えるって，それ1人でで、きないですよ。やっぱりね，手元です。手元
にしておいて序々にこう教えていくJ (事伊ilNo.13企業社長)。
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事例2. Iいろんな道具用意したり，また教えてもらったり，それからこういう品物は
こういうふうになっているんだぞと先の人が教えてくれたり，またお互いに自分

でわからない所を開いたり，これどうしてこういうふうになっているのか，これ

こういうふうにならなければ恵太白なものかとか，やはりねいろんなことわからな

きゃ開かなきゃならないし。やはり自分で身体で、覚えていかなきゃならないもの

だし。また自分の持ってる道具はどんな所に使うか，そこやはり自分の努力しだ

いですよねJ (事伊iJNo.13企業，仕上工No.4)。
ところで，仕上作業には，海上試運転の場合に晃られるように，故障個所を音で開き分け

る必要があったり，解放後の組立の際に諸機器やその付属部品の位置出し作業があるが，これ

らの作業をこなすには長年培ってきた「カンjや fコツjが必要とされ，これらを含めてでき
るとなると10年は要するといわれている。また，経験工の中には，特に新造船の場合に見られ

る主・補機据え付けの擦の軸芯見通しゃ位置出しの作業をもこなせる者がいる。

したがって，以上の指捕から明らかなように，造船仕上工の熟練の性格は，次の2類型に

分けることができょう。

第 lのタイプ，鯵嬬船作業に見られるように，諸機鵠の解放，検査，組立，調整，運転の

各作業をこなすが，位農出し作業や機関の中根部の仕上作業についてはまだ指導が必要な労働

力であり 3年の経験が必要とされる。

第2のタイプ，修緯船，新造船を関わず、仕上作業をこなし，そのうちで最もむずかしいと

される軸芯見通しをもこなせる労働力であり，最低で10年の経験が必要とされる。

(v) 造船塗装工

米経験工は，最初はやはり掃除とか手元作業，備えば錆落しの場合であればサンダーの工

具にペーパーを取り替えたり，議装の場合であれば，議料がつかないように塗らない部分を紙

やテープで保護する養生作業や fネタパンjといわれる塗料鏑合をさせる作業などに従事する。

こうした作業をしながら，徐々にボースンや先輩労働者についてサンダーがけから教えられて

いくのである。ただし，女子労働者の場合には，もっぱら養生作業や掃除などの手元作業や鱗

装品の小物を脱毛塗りする作業が中心であり，サンダーがけやスプレー塗装には従事しない。

サンダーがけについては，まず基本的な工具の扱い方は教えられるが，その扱い方さえわかれ

ば誰れでもすぐできる作業である点が特徴となっている。しかし，オーナー(船主)指定の錆

落しの基準を守ったり，その基準通りに能率よく作業をこなすには，他の人の作業を見ながら

自ら修得しなければならない。その際，能率を上げるための工具の扱い方には「コツJが要る

ために，特に注意が払われ，自ら工夫していく必要があるといわれる。だいたい半年から 1年

もすれば「一人前jになる。そして，この錆落し修得期間に，塗装の手元作業にも従事させら

れ，徐々にスプレー塗装の方も修得する。ただし，中にはその手元作業中にスプレー塗装への

適性が判別され，錆落し作業に演される者もいる。スプレー塗装の修得方法は，やはりサンダ

ーの場合と向様に，スプレーの基本的な扱い方は教えられるが，後は他の人の作業を見ながら

自ら修得することになっている。スプレーの扱い方は 1カ丹もあれば修得できる。しかし，

仕上塗り，膜厚については，各オーナーの注文を知り，それに合った塗装をしなければならな

いし，また塗布函の形状や天候による塗り方の調整などでは「カンjや fコツJが要求され，
そうした「カンjや fコツjについてはベテラン労館者の作業を参考にしながらaら工夫して
修得する以外にないのである。したがって f一人前Jにスプレー塗装ができるようになるには，
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2-3年かかるといわれている。総じて，造船塗装工として「一人前jになるには，約3年の

経験が必要とされる。ところで，刷毛塗りについては，議る場所自体が規定されており，例え

ば高級船室，ラパトリーなどの塗装，船名や吃水線記入といったごく誤られた部分しかないため，

特別な養成方法はとられていない。したがって，もっぱら刷毛塗りのできる先輩労働者のやり

方を見ながら自ら修得しなければならない。特に刷毛塗りは，美観維持が重視されるとともに

塗り方自体に「コツJが要求され， r一人前jになるには10年の経験が必要とされている。こ
うした養成方法については次のように言われている。

事例1. rまず捕除だね，現場のボースンにつかせてね。少し覚えてからサンダーかけ

事備2.

たりして，サンダーに向いてない場合は塗装の方にまわして見たりね。ボースン

につかせてね，基本は教えるけど後は凱で感じて覚えなさいってねJ (事伊l/No.15

企業現場監督者，塗装工No.8)。

f人のを見ながら影で段々コツ覚えてきて，それでサンダーがけしたの，だい

たい 1年か2年やっているうちにちょっといたずらしてやってみないかつて吹い

たのがきっかけでスプレー塗装をするようになったJ (事伊l/No.15企業，議装工No，・

以上見てきたことからも明らかなように，造船塗装工の熟練の性格は次の4類型に分けら

れる。

第1のタイプ，掃除や養生作業のような手元作業や鱗装品の小物などを刷毛塗りする，

として女子労働力に見られるタイプで，特に熟練は必要としない。強いて言えば，器用さと了

寧さが要求されるのみである。

第 2のタイプ，主にサンダーによる錆落し作業に従事する労働力であり，半年から 1年も

すれば f一人前jになれるタイプである。

第3のタイプ，サンダーによる錆落しからスプレー塗装までできる労働力であり， r一人
前jの造結塗装工といえる。 3年の経験が必要とされる。

第4のタイプ，上部構造の部屋まわりの塗装や船名，吃水線記入といった特殊分野の塗装

を組当できるタイプで，刷毛塗りを主とする職人的技能が要求される労働力。 10年の経験が必

要とされる。

(vi) 造船足場工

米経験工は，高所へ上がれるか否かといった適性が重視され，町場の土建業などに従事し

高所作業に慣れた者であれば寵ちに他の人に混って足場作業に従事させる。慣れていない者は，

常に下で道具の片づけや足場板，足場パイプの準備といった雑用作業に従事させ，高所に上が

れるようになった脅から順次実際の足場作業につかせるのである。足場作業の修得は，あくま

でも実擦の作業をしながら，まず何よりも使用する工具の名称を覚えることが重視され，その

他，板の縛り方，針金の結び方，ロープの結び方などは，その都度他の人の作業を見ながら，

時にはボースンや先輩労働者に指示されながら修得するのである。 l遇関もすれば，他の人と

遜色なく作業をこなすことができるといわれている。その後は，さまざまな足場架設の方法を，

その時に使われる治具の捜い方を含めて自ら体験することによって穆得するのである。半年か

ら1年もすれば「一人前jになれるといわれている。こうした養成方法については，次のよう

にいわれている。

事例1. r技粥的には難しくない。菅熟に要する期間は，よその職種にくらべて短いで
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す。ただ適性がほかのよりも離しいですから，まず高所恐怖症であれば，これは

どうにもなりませんから，高い所に潰れるということ。それから比較的身軽で、あ

るということ。それから比較的重い物を持たないとならんJ(脚ilNo.16企業手土長)。
事例2. rはピめ，やっぱり怖いもんだからしがみついているので精いっぱいでね。で

も段々日にちとともに?畏れてくるけどね。いつまでも結局初めてだからとか何と

かつて，下ばかりにいるわけにいかないですからね。やっぱり進んで、高い所さ登

ってやらないとね。いつまでたってもわからないしね。やっぱり自分で見ながら

人の見ながら覚えていくしかないですからねJ (事伊ilNo.16企業，足場工No.7)。
以上からわかるように，社外工に対する教育雷JI練は，個別企業レベルでは体系化されてい

るとは雷い難いOJT中心の技能教育以外はほとんど行なわれていない。しかも， H造船所で行

なわれることになっている off.J T は，不祝期に入ってから前掲表ID-lを見てもわかる通り

しだいに実施されなくなってきているのである。

したがって，社外工の技能養成は，ほとんど現場でのOJTと「みようみまねjによる本

人の努力に負っているといえるが，職種別にみると微妙な違いのあることがわかるo 1つには，

j容接工，取付工などの基幹職種の場合，基本作業である接接技能については主に毅企業によっ

て修得させられ，その後は各企業で即戦力化に応じて積極的にあらゆる作業につかせることに

よって早急に「一人前jとなるように養成される点が特徴であり，特にj容接工にあっては作業

の fコツJを含めて教えられている穏で為る。 2つには，管鰻装工，仕上工，塗装工などの手
工的熟練傾向の強い職種の場合には，あくまで基本的技能については手元作業などを通じて教

えられるが，後は，他の人の作業を見ながら自ら技能修得する度合いが高く， r一人前jにな
るためには本人の努力いかんがきわめて大きく左右しているという特徴がある。 3つには，足

場工のような不熟練職種の場合，その作業の性格ゆえに養成というよりも，むしろ各労働者自

身の適性に大きく左右され，作業に揮れることが何よりも重視されているという特徴があるこ

とである。

ところで，前述したような職種別の造船社外工労働力群を大別してみると，手工的熟練労

働力と不熟練労働力に分けられる。叫漉接工，取付工，管蟻装工，仕上工，塗装工などが前者

である。そして，足場工，塗装工(主に錆落し作業従事者)などの男子労働力群や雑役，仕上

職場の機械磨き，塗装作業の中で掃除を主として担当する女子労働力群が後者である。さらに，

前者の手工的熟練労働力は，次のようなタイプに分けられる。

第1のタイプは， ?容接工に見られる陸上溶接をこなし，ボイラ-r容接，特殊鱗溶接もでき
るもの，取付工に見られる舟業，外業取付ができ，切断，加工，マーキンなどの船殻関係の作

業をもこなせるもの，管鱗装工に見られる管の内作から蟻装までこなし陸上配管作業もできる

もの，仕上工に見られる新造船，修繕船を潤わず仕上作業のできるもの，塗装工に克られる崩

毛塗り職人といった職人的労働力群である。

第2のタイプは， 1973年まで続いた急膨張の中で，造船業を主体とした，とりわけH造船

所の作業工穂・作業内容に即応、して形成された労働力群で，比較的短い経験年数で「一人前j

となる男子労働力群である O 例えば，前述した溶接工の第2のタイプ，取付工の第1，第2の

タイプ，管蟻装工の第1のタイプ，仕上工の第lのタイプ，塗装工の第3のタイプなどが典型

的事例としてあげられる。

第3のタイプは，グレードの抵い下向き溶接のような 1-2年の経験年数でこなせる女子
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労働力群である。彼女らは，第2のタイプの労働力には昇進しない。

2.社外ヱ労働力の再編成

社外工が，今次不況過程において本工とともに大騒に削減されたことは，前述した通りで

ある。そこで，ここでは日造船所における本工・社外工という労働力編成がいかに再編されて

いるのかを，特に社外工の変動を中心として職種別にその持徴を見ると次のようになる(前掲

資料-2参照) 0 

第1に，不況過稜で一貫して本工比率が高いのは，工務に見られる管理職や研究職および

運擁に属するクレーン運転工などである。この分野ではもともと社外工比率が小さいため，本

工独占となった職種が多い。ただし，運搬に属するトラック運転などの構内運送を担当する校

外工は，若干残されている。

第2に，逆に社外工比率が一貫して高いのは，木蟻装工，音量装工などの司王工的熟練職種で

ある。特に，木鱗装工は，本工の離職にともない完全に社外工化されたといってよい。さらに，

塗装工において社外工比率が高いのは，汚れ作業であることが影響しているo

第3に，不況の影響で親企業の生産内容が修繕船中心へと移持するにともない，社外工比

率がほとんど変わらないか，または高くさえなった職種がある。例えば，仕上工，電装工，管

鱗装工などがその典型である。

第4に，船殻関係の搭接工，取付工などの手工的熟練職種では，本工，社外工ともほとん

ど同ピ作業を遂行し，競合していることもあって，工事震の変動にきわめて強く左右され，社

外工比率が極度に低下している。特に，溶接工の場合は，一時入構者なしという期聞が続いた

こともあるほどである。また，足場工のような不熟練職種の場合でも，高所・危険作業である

ため，これまで社外工比率がきわめて高かったのであるが，本工への膚替わりが進行し，社外

工比率が低下しているといった特徴があるo

こうした労働力再編の過程で，前述した社外企業の再編成ともかかわり，社外工労働力は

いかなる変容を強いられているのかを見てみると，以下のように要約できる。

第1，こ，毅企業内での作業内容や作業方法の変容にともない蒋嬬寄れた層。倒えば，取付

工が関連職種ともいえる鉄蟻装工へ配置換えされたり，不熟練作業で、かっ重筋肉作業で、もある

盤木運びをさせられるといった実態がある。また，塗装工の場合では，最近における塗装技術

(塗料を含む)の進展や居生区塗装にかわる新建材の多用などによって，尉毛塗りが極度に減

少し，前述した第1のタイプの職人的技能を不要化しているのである。

第2に，前述した第2のタイプの労働力を含めて，大半の職種において陸上の間一職種へ

の移動が見られることである。その場合，それぞれ新たな職場で若一干の追加言il練 (OJT)によ

って技能労働力としての機能を巣していることが注目される。例えば，溶接工がNK以外にJ

ISやJPIなどの技能資格を取得し，石油タンクなどの諮接作業に従事したり，管犠装工がピ

ルやプラントの配管工事に従事し，なかには建築配管の資格を取得した者がいる。また，塗装

工の場合も，問むく睦上部門の橋梁議装に従事するといった察側が見られる。特に塗装工の場

合，錆落しでは橋梁でも共通するため難なく作業をこなすことができ，かえって逆に能率的に

は勝るほどである。しかし，塗りについては，橋梁では依然として脱毛塗り(特に塗り替えの

場合)が中心であるため，造船塗装工の中でも特に刷毛塗りのできるベテラン層を派遣して対

応させているが，能率的には格段に落ちると雷われている。

第3に，上記の過程の進展にともなって，関連職種の技能も合わせて修得している層があ
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ることである。例えば，取付工や漆接工が町場の鉄工作業を修得したケースなどは，その代表

的事併である。取付工が陸上鉄工作業に従事する場合，自ら図面を見ながら型取り，切断，i反

付とあらゆる作業をこなさなければならないこと，さらに造船と異なり精度が高いこともあっ

て，技能レベルが向上し，造船取付工ではやらない現密の技能を身につけた者も現われている。

また，i容接工の場合には，rドック (H造船所…引用者)がすっかり不況になってしまってから，
鉄工でも何でもやるようになったねJ(事例No.2企業社長)といわれている層が存在するほどで

ある。

第4に， H造船所から小型造船所に変わって，作業範囲が拡大した層が存在することであ

る。例えば， ?'容接工や取付工がやはり OJTによる追加訓練によって造船鉄工の作業，いわゆ

る内業の切断，加工，組立から外業の取付に至るまで技能修得するといった実態がある。

第5に，造船業からまったく排除されてしまい，全く関連のない不熟練労働分野に排出さ

れた労働力群があることである。例えば，男子労働力では，駐車場の管理人，夜警などがその

例であり，女子労働力では，家庭の主嬬に戻ったり，事務補助員となった例がある。

したがって，大半の社外工労働力が削減された中で，残された層を見ると，足場工や機械

磨きなどを扱当する若干の不熟練労働力と手工的熟練労働力のうち，第3のタイプの女子労働

力がすべて部滅され，第2のタイプが第 1のタイプとして陶冶されているという特徴がある。

3. 社外工労働市場の轄質

社外工労働力群は，手工的熟練労働力と不熟練労儲力とに分けられることは前述した通り

である。ここでは上記の職種剖労働力群が，いかなる労働市場機構の中で形成されているのか

について概観してみると，以下のような特徴を認めることができる。

第1に，溶接工のように，造船業界に限らず他産業のあらゆる作業に共通する職種の場合

には，労働霧要が高いため，専門資格が必要になるとはいえ，それが資格制度として明確に位

器づ、いているとは限らないこともあって，一応は横断的な職種別労働市場を形成しているとい

える。この中には，新規職翻校卒入職者や長勤続者が存夜する一方，社外企業関(2次下請も含

む)を移動する者も多い。また， r渡り歩きJ層を含めた臨時工またはスポット労働者に至って
は，造船に眼らず，他産業陸上部門の溶接工として移動しており，きわめて流動的な層が存在

しているのである(表留一 3)。

第2に，取付工，仕上工に見られるように，その職種の性格によって造船業内でしか通用

しないものがあるため，造船労働市場内にとどまっている傾向が強い労働力群も存夜する。特

に取付工の場合には，長勤続・高経験の企業内定着層と同一職種で「渡り歩<J流動層に分か
れる。また仕上工の場合には，短勤続・高経験の流動層が多いという特質をもちつつ，それぞ、

れ造船業内に眼定された職種別労働市場を形成しているのである(表盟-4， 5)。

第3に，管蟻装工の場合には，造船業内に隈らず，騒上部門も含めて移動して歩く層も克

られ，その意味では横断的な職種別市場を形成していると見られるが，全体としては，転職者

や農・漁民層からの入職者が多く，長勤続・高経験の企業内定着騒が形成されている点が特徴

的である。したがって，横断的な職種別労働市場がしだいに崩れつつあるといえる(表盟-6)。

第4に，塗装工の場合，転職者や漁民!脅からの入職者が多く，長勤続・高経験の企業内定

が形成されている点が特徴であり，もはや職種別の労働市場を形成しているとはいえない。

特にこの点は，前述したように塗装技術の進展などによって，作業の単純化・不熟練化韻向が

強まっていることにもよるのである(表部一 7)。
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第5に，塗装工(錆落し)や足場工の場合には，その不熟練労働力としての性格ゆえに，

不熟練労働市場の中で流動性向が高い労働力群が移動を余儀なくされるという点が特徴的であ

る。特に，塗装工(錯落し)の中に兼業漁民が存在していることはj主目される O これは，iIs館

地域の労働市場の特質の一端を示しているといえよう(表臨ー 7，8)。

以上のことから，社外工労鶴市場の中で，1970年代から80年代初頭にかけて，特に留意すべ

き動きとして以下の点が指摘できょう(表亜-9，10)0 1つには，社外工といえども，すべ

てが短勤続・低経験IIIであるとはいえず¥職種別に差異があること。 2つには，i容接工，取付
工に見られるように，企業内定着層も蓄積されており，新規学卒入職者による企業内養成が行

なわれるようになってきていたことで、ある。
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;客機工労働力の性格

労者暢 手掛 現 職 学 授 緩{溶草案接年工教) 最長鵡歴
最長前職

略構 業 緩 穣 基礎技能幡得場所
白期燭

Nd 29藷 溶{造船接白漣上工) 勝義将校{後押 8'手
造船溶擁工

64' 
1966年:TJi-1:雇よ(液成大手企業)-1971，仕上級立工(返鑓，カンプメ槽捕)-1972. ;容措工 (Hドック社外企

Hドック溶持実習所
(K-W社外企章) 業， K組-W工業)→1979 溶接工 (W社外企業下議，OT工業}

凪 2 32者 搭I遺謂崎i) 工業高〈機}卒 7<手
造船溶接工

5年
19砧年，シヨヅトプフスト理転工{名吉穆，大手金'l¥l)→1971 運転工(軌回，肥料工場d →1972 水産加工(話題

日ドック薄手奏楽習所
(K-W社外企業) 鰭)-1973 溶措工(日ドック社外企業，瓦-W工業)-1979 漆擁工 (W社外企業)

"，-3 認識 溶(車総援綾上工} 払街地)当事 25'手
造船溶接工

22年
1955年，溶接工(日ドック)→1977.お害時工 (W社外企業)吋1978 溶需工(独立， W工藁下請.OT工業}

日ドック
(日ドッグ)

恥 4 話轟 し滋壇@il後E主上)工 事実説綬{泌)卒 14<手
造船溶接工

12年
1部6年，曜接工(日ドック社外1k襲.K-W工業)吋1979.漆接工 (W社外企業下請.OT工業}

輯業品寺第棺
(K-W社外企業)

"'-5 44最 l 帯(陸夜上}工 '" 
卒 16:手

造船溶接工
10年 1952年，施鍵工見習(タ強守鉄工所)→19部 議機工 (Hド鉄ッ工ク所社外)企業.K鉄工所)→I部1.大工(夕張)→ 施蝶工見習の時

(0社外企業) 1部4.f官接工(Hドyタ社外企輩.0工業)19叩溶接工(

"'-6 抗議 溶{造船接・陸上工} 磯餅校(im本 13年
造船溶接工

6年
1967年，菅港接工→1967.)1!J接工(S社外企業}→1969.溶接工 (0社外企業 F講.M工業)→1975 溶接工(伺冊

職業耕輔控
(0社外企薫下請) 下請.A工墨)1976.i書提工 (0社外企業)-1979 (W社外企業下請.0主?害主接差工i 

"'-7 28i瞳I溶{造船接・綾上工i 中 ヨ存 7f:.手 造船溶接工 5'手
1967'ド，鉄工→1969.アルバイト-1973 溶接工 (0社外企講)→1979.il1JltI (W社外企業下議.OT工業)

鉄工の時
(0社外企業)

N.8 29嘩I溶(遺掃総)工 警高(定)卒 13牢 造O船社 溶接工 11年
1開6年，底員-1967.溶接工(0社外企業)-1979. i書措工(遺絵.Fサルベ ジ)→1980 溶接工 (W社外企業

日ドック4官接寓背所
( 外企業)

N.9 27歳 溶(l費総接・綾上工j 戦鋭校{洛)卒 10年
遺総 f書接工

8年
19704'.溶暗工(0社外企業)→1979.溶接工 (W社外企業下請.OT工業)

聴業訓鞭捜
(0社外企業)

溶{造接船)工
遺給溶接工

1965'手.1寄捧工(K社外企業)-1970‘溶接工(S社外企業下講.N工輩)→1973溶措工(H製缶工業)-溶接工(K
"'-10 却韓 務a時枝{溶卒 13'手

(K社外企業)
5 ，手 W→社19外78金.溶事接)-工1他977社.外滋企接業工)・製缶工(T製作所)叫1978.智議接工(遺始.s工業)吟1978.1容捷工(陸上.M工業) 職業品練校

No.Il 27韓I溶1謹接鉛工) g留業高{定}着手 7年
配管工

4'手
19B7年，配管工(S工作所)→1971.i書提工{耳 W社外企業)

H V':Jク溶接事曹所(S 工作所)

"，-12 26轟 i書(遺 接工 礎訓闘(漆)苓 7 ，手 造船溶接工 6 ，手
1田7年，機械工(T鉄工所)→1969.捕械工 (M建設)→1971.f士土工 (T造船}ゅ1971.~官接工 (0社外企業下 。社外企業下請Wヱ

総) (0社企業外下講} 議.W工業)吋1977.溶接工 (0社外企業) 葉

1961年，紙籍組立→1弼3 鉄工(N遺縮.Hドヅク社外企業.W虻工輩)-1965‘溶接工 (S社外企業)→1時8 溶
湾撞工 造船溶接工 瞳工(鯵偶.S結革下古書.M総)→j容接工{京訴地帯て3転々と歩〈。造船，石油タンク等)→1971.溶接工 (0社

No.13 担揖 ιド 本 15年 3年 外企業下請.M工業)→1971 溶按工{室調.A社外金業下請官M工業)-1972.日富撞工(K社外企業下講.M綴)→ WK工業
(造船・陸上) (5社外企業) 1975.議接工(0社外企業下講，sA社工外業企)咋聾19}7&躍措工(0社外企業)→1979溶接工(W社外企華下請.OT工輩)

→I冊O.溶接工 a智議接工(

遺鉛溶接工
1956年，溶接工(日ドック社外金量.A鉄工所)→1闘8 溶接工{山形，鉄工所)-1959.溶接工(京浜地帯で転々

恥14 39最 調理師ゆ 本 22'手
(荘一W社外企業)

12年
-と造w船社外-企E量L上藁l関せ需1歩97〈7d)イ4K11r9臼(線三雪洛下強請工.K組{札}機→。19鉄-78工.調所)理4見習19臼(編溶館接市立工痛(続N遺)総下請)叩 1965 溶接工 (K A鉄工冊

造船溶接工 外1部企4'業手仕上工(Hドッ1ク9社69外，企溶接業工白T挫工所)→H鉄1田工8所溶)→播1工97(軍捕.A社{外0企社外藁)企→l部8.湾接工{沼ドァク社
"'-15 32最 鉄工(陸上) 中 苦手 9年

(0社外企業)
6 ，手 K鉄工所)→ {段ム 1 溶接工 草)-函館でアルバイト 4 T鉄工所
1977.鉄筋工(関東方緩)→1問 {謡館でアルバイトザ1978鉄筋工(関爽ガ碕)→1979 鉄工(段上必溶接金工平と也L 

遺総溶接工
l開6'手，溶接工(NH造船)→1970.搭接工(曲台.T遺船)-1971 溶接工 (S社外企業)→1974.

恥1632轟 運転手 ゆ 本 13年 4年 て転々と歩く -1975 溶接工 (S社外企業下請.N工童}吋1976.搭按工 (0社外f駐車)→溶措工(内地の遺絡所j NH造船
(N H 遺総)

→1979 運転手(g面接タクンー)

"，-17 32瞳 連転手 級鋭校(溶)本 6年
造船溶接工 6 ，手

l明8年，鉄工(棟石，鉄工所)-1972. 1書接工 (0社外企業)-1978 運転手(金物F品種}
職業耕輔校

(0社外企業)

"'-18 31轟 響締員 zや 本 9ヵ月 白 高 隊 B'手
1弼4年，印綴工→l剖S様4 子19宝77IHド告ノ下社夜芥益事7f紐)→1970 画i骨骨隊→1976.溶接工 (0社外企華)→1977.

自揃稼;官揖て (W社外合事} 努織

No.I9 28轟 溶(遺舵接・段上工) 駿刻綬(ifi)率 4年
造船溶接工

2年
1967年，調遊見曹→l弼s.塩員→1970.調理見習→1971.官員ザ1貯2.パ テン-1973.土工夫→1973.運転手→

膿業譲1練控
(H社外企業) 1976.溶措工 (H社外企業)→1978.溌接工(日ドッグ加工外注金聾，日工蟻}

女子

"'-1 48最 溶{量接船工) ? 9年
造船溶接工

9年
I路6'手，荷控:夫→I回8 建韓工(N社外企業)・1969i富綾工(0社外企業)吋1980 持軍接工 (W社外企聾)

信ドック溶接書留所
(0社外企婁)

N.2 37揖 事務員

'" 
本 5年 造船溶接工 5'手

農協事務→1973'手，薄暗工(K-W社外企業)→事務員 (W社外企業)
Hドック溶禄実習所

(K-W社外企襲〉

恥 3 48瞳 溶接工 '予 14年 造( 総?容接工 2'手
事理輔-1開2'手，水産加工→l部4.i書接工(日ドック社外企華.K鉄工所)→1田O.i富接工(宜 W社外企業)

沼ドック溶接寓習所
遣掛) K 鉄工所}

恥 4 48趣 溶{遣措鉛工) 邸民学捜牟 8年 1970'手，溶接工(K-W社外金量)
日ド yク溶捷書習所

"，-5 51轟 溶(遺接舶)工 ィ、 本 15年 造船溶接工 5年
19田空手，簿操工{日ドヅク社外企業.K鉄工所)-1田8 溶接工 (K-W社外企業)

日ドァク溶接実習所E 鉄工所)

褒直-3

]
{
∞
印

{注)1.>学歴の内，職訊1棺(櫨)(諮1.は，それぞれ揖捕科，溶揖科告示L.工業高(揖)も筒様である。告お磐謹(定)は，普通高慢定時制である。

2)年齢，現職は四割0年時点である。たI!L.事俄自"'-10-12(男子L恥 3-5(女子)の場合のみ1978年時点でhる。
国労骨者濁接調査により作成。
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表面-4 取付工労働力の性格

労働者 年齢 現 戦 学 歴 経験年数(取付工) 最長前戦

No.1 29歳 取付工 中 E存 13 王手 主央 工

No.2 27歳 取{す工 中 卒 10 年 事4 a ヱ
No.3 28議 取付工 中 豆事 13 年 船舶取付 工

No.4 32議 取付工 t:t 卒 7~8 年 つ

No.5 37歳 取付工 中 卒 21 王手 造 船 鉄 工

No.5 52歳 造船鉄工 高小豆宇 4 年!飴 長

No.7 37歳 土工夫 中 主手 16 年|総船取 付工

No.8 38歳 無 工業高卒 4 年 影J 長

No.9 37歳 無 中 卒 10 年 造 船 鉄 工

No.10 ヮ歳 鉄 工 高小卒 22 年 造 船 鉄 工

(i主) 1)造船鉄工l立、取付工として細分化されておらず、船殻関係の作業(ガス切断、訴響、取付、 ill取
など)をこなし、修線総における作業(外板取替など)をもこなすことのできる労働力として一
括した。
2)年齢，現職は， 1980年時点である。
3)労働者福主義鶏査によη作成。

表随一5 仕上工労働力の性格

労働者 年齢 現 戦 学 庭

No.1 32歳 仕上工 中 卒

No.2 37歳 仕上工 工業荷主幹

No.3 55歳 仕上工 主主

No.4 40議 仕上工 中 2宇

No.5 32歳 仕上工 各穫学校卒

No.6 51歳 ‘仕上工 国民学校卒

No.4 41歳 仕上工 中 主芋

No.8 54議 仕上工 高小豆手

No.9 48議 仕上工 中 主宇

N仏10 59歳 仕上工 中 主手

No.ll 46歳 仕上工 中 主存

(i主) 1)年齢，現殺は， 1980年時点である。
2)労働者扇接競査により作成。

経験年数(仕上工) 最長前職

13 年向 自動車整備工

15 年 差是 尊重

38 王手 f士 上 工

3 年 i魚 総 長

2 年 j魚 *'d E主

33 年 f士 上 工

25 年 f士 上 エ
38 王手 f士 上 工

15年以上 ワ

11 年 船舶機関 員

1 年 機 本戒 工
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最長前戦
事費 業 経 授 碁礎技能修得場所の期摘

1年 1966年.鉄工(鉄工所)→1967.取付工(K社外企業) 鉄 工 戸斤

2年 1968年.製缶工作機械)→1970.取付工(K社外企業) K 社外企業

5年 1967年.取付工(日ドック下請、K組)→1970.取付工(K社外食業下請、T組)→1975.取付工
組(K社外金業下請)→1979.取付工(K社外企業) K 

?年 1963~.漁船員→トラァク運転手→取付工 (K社外企業) K 社外企業

11年
1958年.r;iij'i¥→1959.造船鉄工(釜蘭、N造船下議、K総舶)→1970.取付工(Nt:土外企業)→

K 総 荷自
1980.取付工作社外企業)

約30年
船員→1958年.鉄工(0社外食業)→1976.造船鉄工(KD社外企業)→1980.造船鉄工(KS

K D社外企業
社外企業)

7年 1958年.船大工~望号→1958. 農業→1961.造船鉄工 (T社外企業)←1964. 取付工 (S 社外lì::
T 社外企業

業)→1971.取付工(KM社外企業)→1977.造船鉄工(八戸、造船所)→建設業を転々 と歩く
→1978.鉄工(SW社外企業)→1979.ごと工夫(T組)

9~ 
1961年.製缶工→工事係員(Hドック)→1966.船員-1975.取付工(Kマリン社外企業)→ Kマリン社外企業
療養中

9 ~手 1958年.製缶工(M工業)→1964.鉄工鉄(秩工父(、HTセメン2ト次下下請議)→、Y1964.鉄工(M工業)→1965造総鉄工(0社外企業)→1968.造船 ドック 組)→1977.造船鉄工(K M 工
業

マ1)ン社外企業)→失業中

ガス溶接工→1950年.ニt工夫(A工業)→1955.富士製鉄下請、T工業→1958.造船鉄工(室
12年 様、N造船下請， K船紛)→1970.取付工(独立、N社外企業)→1977.Hドックを出て、転々 と K 船 産自

造船鉄工の仕事→1980.鉄工(Hドック外j主企業日工機下請)

最の長期線臓間 戦 業 経 歴 基礎技能修得場所

2f手 1963年.皇室備工作自動車商会)→1967.仕上工(S社外企業) S 社外企業

4i手 1961年.農業→1965.仕上工(5社外企業) S 社外企業

3年
19401手.仕上工(ISターピン)→1943.兵隊→1945.仕上工(K総社外企業)→1946.仕上工 1 8 タービン
(S社外企業)

7年
漁船員(T漁業)→1962年.漁船員(H水産)→1967.運転手→1970.アルバイト→1977.仕上

S 栓外企業
工(S投外企業)

6年 1967~手.漁船員 (N漁業)→1973. 船員 (S 海運)→1978.仕上工 (S 社外企業) S 社外食業

33年 1943年.Hドック→1944.海運→1945，仕上工(日ド yク)→1980.仕上工(8M社外食業) H ド ツ ク

15年 1955年.仕上工(T総社外企業)→1970.仕上工(8社外企業)→1979.仕上工(SM社外企業) T 組

36王手 1942年ー仕上工(日ドック)→1979.仕上工(SM社外食業) H ド 、y ク

?年
1947年.機械工(護菊、N製織所)→仕上工(Hドック蜜隣製作所)→1964.仕上工(SM社外

N 製 綱 所
食業)

28年
1936年.機関長(国鉄)→1964.製缶工(鉄工所)→1969.仕上工(紅ドック社外企業)→1972. Hドック社外企業
仕上工(8M社外企業)

10年 1949年.機械工企(T業鉄)工所)→1951.機械工(TO鉄工所)→1957.機械工(N造船)→1979.仕
上工(SM社外 ) 

8M社外企業
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表狙-6 管綴装工労働カのf余裕

年齢 j 耳絞 学 経験王手数(管鱗装工) 前職

No.1 48歳管綴装工|高小本! 29 年 重量 ゑ頁ョE エ
No.2 53歳 管毒薬装工 つ 14 年 i魚 業

No.3 45員長 管機装工 中 卒 26 年 水 産 方B エ
No.4 51歳 管線装工 卒 4 年 ベニヤ製造工

No.5 50歳 管鱗装工 青年学校卒 12 主手 農 業

No.6 42員長 管鱗装工 普通高(定)卒 14 主手 I容 接 工

No.7 19歳 管線装工 各穫学校卒 1年未満 三業 若手 自車

No.8 21歳 管鱗装工 戦車iI校(溶)卒 1年未満 i:& 接 工

No.9 42歳 管銭装工 中 E手 14 年 管 鱗 裟 工

No.lO 58歳 管鱗装工 つ 20年以上 管 餓 装 エ
No.ll 46歳 管線装工 中 ヨ宇 約3年 j魚 業

(i主) 1)戦車11校(溶)は溶接科を示し，普通高(定)は定時制を示す。 2)年齢，現職は， 1980年時点である。
3)労働者証言接線変により作成。

表隆一7 塗装工労働力の俊格

労働者 年齢 現 戦 A子"- 歴 経験年数(主主装工) 最長前職

持0.1 48歳 造船塗装工 中 E手 10 王手 洋菓子製造

No.2 58歳 造船塗装工 織言liI絞(塗)卒 16 保守工

No.3 43歳 造船塗装工 中 E手 28 年 建築塗装工

封0.4 53歳 造船主主装工 前小卒 5 主ド j魚 業

No.5 39歳 造船塗装工 潟業陶芸宇 16 王手 i'? ミ 宇土 Eヨ
No.6 57歳 造船量産装工 ワ 22 年 ワ

No.8 39歳 造船塗装工 普通高卒 14 年 霊童 解 係 員

No.9 45員長 造船塗装工 中 卒 3 年 漁 業

出。.10 42裁 造船塗装工 中 ヨ手 8 王手 i魚 業

持0.7 44歳 造船塗装工 工業品卒 20 王手 営 業 長

No.l1 62歳 造船塗装工 高小卒 7 年 i魚 船 員

No.l2 63歳 造船主主装工 無 8 年 物 務

No.13 33歳 建築塗装工 中 卒 5 年 漁 船 長

No.14 35歳 造船主主装工 大学卒 11 年 造船 主主装工

No.15 37歳 運転手 中 卒 2 年 i魚 重量

No.l6 21歳 型枠工 機部|校(製缶)卒 3 王手 造船 塗裟工

封0.17 35歳 造船主主装工 i 工業潟主主 7 年 2空 言十 員

女子

No.1 52歳 塗装機械産事 ぬノi、本 ワ 年

(i主) 1)臓器11校(皇室入 (製缶)は，それぞれ皇室袋科，製缶科を示す。 2)No・宮-15までの労働者1;1:，主に錆務し中心の作業
3¥年齢，君主戦は.1980年時点、である。ただし，事例No.14，No.17の場合のみ1978年時点で、ある。 4)労働者泌接調査
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4年11950>手.水産加工(家業)→1954.管鱗装工(N社外企業) N 社外食業

12年[19452手.鉄道民(悶鉄)→I宮46.営林署作業員→1961.ベニヤ製造工→1973.ベニヤ製造工(KIA 社外企業
合板)→1976.管線装工(A社外企業)

12制 1945年.農業→1957.木工(T木工所)→1968.管験装工(A社外企業)

5年11956時接工(日ドツク)→溶接工(旅歩き)→1966.管鯵装工(AtHト企業)

半年 1978年.美容郷半年→7)v/¥"ト→1980.管鱗装工(A社外企業)

2年 1975を制紅 Rドック外注企業、T機動)→1976.i械工(P工業)→1980.糊装工(A
ゐ"-1*Hト企業)

附 !顎;誤諮i立郡:誤綜:躍d探聾昨思:五l;3?品品皐詰詰?杭b詰z器;緊f誌2諸g誤き詑鳴5良ii諸71主izj翠匙E紅配釘if主j1:瀧首結院4ヰ、!;訓(;k
管綴装工(伶SK社外企業)→1ω97沌8.管綴装工(A社外企業)

1938年.管綴装工(烈ドック)→1948.管鱗装工(N社外企業)→1956.青果物卸蕗→保滋工

A 社外企業

A 社外企業

A 社外企業

A 社外金業

10引 (H社外企業、 3>手間)→配管工(内地を転々 と歩く)→1974.管犠装工(A社外企業 IH ド y タ
一 一一
約3日制 1附年.漁業→1切ら管鱗装工(漁のない時、A社外企業)ゅ1978.管鱗装工(A社外食業 IA 社外食業

最長線戦
~><llIÏ'Jiii 職 業 経 授 |慕礎技能修得場所

16年:9好ま:旋悠工見習→1950製菓業(和菓子)→1矧.製薬業(洋菓子)→1970.後裟工(民主主 H 社外食業
山 T 外企業) い1

8年 1942年.海運→l蹴無線通信技官間→1949.木炭販売(自営)→19弘電気保守口H土 職業訓練校
U 建→1964.主主装工(日社外企業) げ叫

2年 1952年.

車守40年 漁業→1975年.塗装工

3 手 1959年，会社員(K商事)→1962.底員(雑貨庖)→1964.塗装工(日社外企業) 日投外企業

日投外金業

4年 アルバイト→営業員(U洋装!苫)→1960年.

4年
1960伝言霊解係長(Hソーダ)→1964.自負(帽子関庭)→1966.セールスマン(A商会)→
1966.塗装工(日社外金業)

30年 漁業→1977年.塗装工(N社外企業)

27引漁業→1972年.塗装工(N社外企業) 川社外企業

1 1928年.農業・漁業家業手伝)→1929.出稼(イカつり)→1934.漁総員→193仏兵隊→1941.1 " 叫 噛

35年!zzz;:E.7123，J品苦fr 油庁、一時 山札 n lE芳三υ魚総員→1ω97九1.保盈工烈 K社外企業、漁のないE時附寺豹)→1973.塗裟工(例N杖外金業、漁のな郁L崎 苅 札ノ「且 端

側 年叫!1iι;品按2哨!誌慌E詰品:名協}品品街古品皆背5おr??1側 紅か山…→吋引1ω…9
川 ;ι2z註許ff.泣(dt誌言議喜寄r)JF(伴Y建蹴設)-+1→叶l附9臼向孟品N水械柑産酌)-+→1975釘抗5途鱗装工(ωN社外食餓閥業斡)-→両瓦亙?fliIN 社 外 企 業
6年[235-E3T22ifzp)41

制運転手(Sタクシー)叶967途装工間外企業)I F 社外企業
ワ年 車業→造船塗装と漁業を交互におこなう→1977年.塗装工(N社外企業)→1979年.運転手 M 叫，ヰ
Gコンクリート)

..j..." "'-・ほ 'AT 1 N 社外企業

日締工(K造船f型ど1哩壬3些I(H竺些学三塑型空主哩壬空空会社 民社外企業

5年i~?}年.設計員 (U製作所)→1966. 自負→1967. 水産加工 (3 年半)→トタン屡半年→19711 u 卦I i金裟工他社外企業)_..
___，

....'-"-'~M~\~ 1 '1  '~-'-=\1-'1 日 "1H 社外企業

をf旦当している。
により作成。

日社外企業
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表直-8 足場工労働力の性格

労働者 年齢 現 月議 学 歴 経験年数(足場工) 最長前職

No.1 38歳 足場工 中 豆手 6 年 農 業

No.2 54歳 足場工 高小卒 6 年 官室 A耳fi 工

No.3 65歳 事務長 高小卒 30 年 足 土議 エ
No.4 62歳 事務職員 ぬ小卒 30 年 足 主勢 工

No.5 52歳 足場工 品 /J、卒 5 年 j魚 業

No.6 37歳 無 中 卒 6 主ド j魚 業

No.7 29歳 遂転手 中 E手 5 主ド 足 主易 工

No.8 28歳 機械修理工 普通品卒 5 年 足 場 工

(注) 1)年齢，現職は， 1980年時点である。ただし，事例No.4，No.5の場合のみ1978年時点である。
2)労働者面接競査により作成。

表函-9 職種別勤続年数精成

よ¥ゴT溶接工 取付工 管機装工 仕上工 塗装工 足場工 計

1年未満 12 (23.5) 2 (5.7) 2 (7: 7) 5 (18. 5) 12' (14.1) 4 (7.7) 37' (13.4) 

1 - 2年 17 (33.3) 5 (14.3) 5 (19.2) 9 (33.3) 8 (9.4) 121 (23.1) 561 (20.3) 

3 - 4年 5 (9.8) 3 (11. 5) 2 (7.4) 12' (14.1) 27 (51. 9) 49' (17.8) 

5 - 9年 6 (11.8) 9 (25.7) 61 (23.1) 3 (11. 1) 24' (28.2) 8 (15.4) 56' (20.3) 

10 -14年 9 (17.6) 8 (22.9) 4 (15.4) 3 (11. 1) 11' (12.9) 35' (12.7) 

15 -19年 2 (3.9) 3 (8.6) 3 (11. 5) 4 (14.8) 125 (14.1) 245 ( 8. 7) 

20 -24年 5 (14.3) 6 (7.1) 11 (4.0) 

25 -29年 3 (8.6) 1 (3.8) 4 (1. 4) 

30年以上 1 (3.7) 1 (0.4) 

不 日月 2 (7.7) 1 (1. 9) 3 (1.1) 

言十 511 (100.0) 35 (100.0) 261 (100.0) 27 (100.0) 8528 (100.0) 521 (100.0) 276" (100.0) 

(注) 1)右震の数字は，女子を示し，内数とする。
2) (内は，機成比。
3)労働者名簿により作成。
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最の長期前載間 職 業 経 感 基礎技能修得場所

15年 農業→1972>手.足場工(K社外企業下請)→1977.土工夫→1979.足場工(S社外企業) K社外企業の下請

7年 !吉良→19431f..電気工(国鉄)→1949.一電S気社工外と企し業て)転々と歩く→1967.~電気工 (ð'由立、 1 人毅
方)→1974.足場工(K社外企業下請 K社外企業の下請

29年
1944:ff.足場工(Hドック)→1973.Hドック社外企業として独立→1978.臨時職員(8社外

H 、y ク
企業)

30年 海軍→1945年.足場工(日ドック)→1975.職員(K社外企業) H ド 、y ク

29年 鉄工→1945年.漁業→1974.足場工(K社外企業下議) K宇土外企業の下請

30年 漁業→1973年.足場工(K社外企業下請)→1978.足場工(8社外食業)→失業中 K社外食業の下請

4年 1968>手.Sゴム→1970.H紡緩→1973.足場工(K社外企業下請)→1977.トラ、yク運転手→ K社外企業の下請
1979.足場工(8社外企業)→1980.運転手(生コン、K工業)

5年 1973年.足場工→(K社外企業下請)→1978.機械修理工 (N産業，イカつり機械)

表磁-10 職種別経験王手数構成

よ子寸?溶接工 取{す工 管鱗装工

5年未満 2 (9.1) 3 (9.7) 4 (36.4) 

5 - 9年 9
3
伶0.9) 3 (9.7) 

10 - 14年 52， (22.7) 5 (16.1) 4 (36.4) 

15 - 19年 4 (18.2) 9 (29.0) 

20 - 29if. 2 (9.1) 10 (32.3) 3 (27.3) 

30年以上 1 (3.2) 

不 司明

言十 225(100.0) 31 (100.0) 11 (100.0) 

(ii) 1)右肩の数字は女子を示し，内数とするo
2) (内は，構成比。

仕上工

3 (27.3) 

2 (18.2) 

2 (18.2) 

1 (9.1) 

3 (27.3) 

11 (100.0) 

3)企業聴取，労働者面接，労働者名簿などにより作成。

主食装工

3 (17.6) 

6 (35.3) 

3 (17.6) 

2 (11. 8) 

3 (17.6) 

17 (100.0) 

K社外企業の下請

足場工 言十

15 (15.0) 

6 (75.0) 243 (24.0) 

192 ( 9.0) 

17 (17.0) 

19 (19.0) 

2 (25.0) 6 (6.0) 

8 (100.0) 1005 (100.め
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N まとめど今後の課題

オイル・ショック以降における社外工制度の展開過程について繰り返しを避けるために

ここでは以下の 2点だけを特に指摘しておきたい。

第 1に，新造船作業から修繕鉛作業へと労働条件の悪い作業を割り当てられるという規制

を受けつつも，塗装工(錆落しを捺く)，木蟻装工などの手工的熟練職種では，社外工への下請化率

が依然として高い。また，向ピく手工的熟練職種である管蟻装工，仕上工などは，社外工の長年培っ

てきた技能に頼らざるを得ない面があり，本工との「分業J関係が維持されている O他方，向ピ手
工的熟練職種であってもj容接工，取付工などで、は，本工と競合関係にあるため，全体として社

外工の作業分野が縮小し，選別・再編が進行している O ただし，最近の親企業の受注量増加に

ともない，これらの社外工人員も増加に転ピている。さらに足場工のような不熟練職種におい

ては，社外工依存がきわめて高かったが，人員削減の影響で本工による校外工の代容えが進行

している。

第 2に，我々の調査結果によると，戦後最大規模の造船業調査研究を行なった東大社訴に

よる社外工の「貸工J，r請負工jという 2類型の堤起については，特にその指標に関して次の
ような遠いが見られる。①「販売における主体性Jについては，前述したように造船業の持質
によって，予定工数，単価による請負ができる場合であっても，最終的には請負にならない場

合がしばしば見られることである。特に，東大社研調査で指摘された「請負工Jとしての塗装

工は，その典型といえる。②「労偶者の雇入・解麗」については，毅企業によって常に社外工

の入構登録人員の規制が行なわれていることから，社外企業独自の人員増減はなし得ないこと

である O ③「生産手段の所有関係」については，主要生産手段は依然として親企業依存である

ことに変わりはないということである。したがって，社外工の 2類型については，東大社研

の指標に従うと「貸工J，r講負工Jの明確な判別ができないといった点で矛盾が生ピるのであ
る。

さらに，東大社研の研究にかかわるもう lつの問題点としては，社外企業の潜場分解にお

いて，r組j的なものから「中小企業j的なものへと発展しうることが述べられているけれども，
「鑑jの発展がそのまま「中小企業」的なものへと発展するだけでなく， I日来の f組」的性格

を残しつつ規模拡大を遂!fるという全国的労務供給業者の存在にまで言及していないことであ

るO

以上の点で，それらの指標を含めて疑問が残るのである O これらの点については，我々の

調査が目下のところ日造船所のみに韻定されているため，今後，検討を要する課題として述べ

るにとどめておきたい。

したがって，以上のことを含めて，今後の研究課題としては次のような内容のものを考え

ている。

第 lに，鉄鋼業の社外工制度と比較すると，造船業の社外工制度は 1次下請 2次下請

というように重層的な労働力編成をその特徴としている。このような意味から 1次下請のみ

ではなく 2次下請の労働者層の果す役割，機能について分析す石必要がある。

第 2に，社外工労鶴市場の規制要因として職種別労働市場の機能について言及してきたが，

造船業労働者は，加工外注企業を含めたさまざまな関連産業に存在している。したがって，こ

れらの関連産業での労働力の形成・陶J台過詔と合わせた分析を進める必要があることである。
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第 3に，造船社外工の場合，食業規模の零細性に見られるように，その大半が小零細企業

労働者である O その場合，地域労働市場における下層労働市場がどのような構造と機能を持っ

ており，その中で造船社外工がどのように位置づいているかが問題となる。したがって，地域

労働市場を構成する下層労働市場の構造分析も今後の抹究視野に入れる必要があることである。

;a 

1. 木村保茂 f大手製鉄所社外工労働力の再編・淘冶J，道又健治郎編著『現代日本の鉄鋼労働問題J，北大陸
書刊行会， 1978年， P. 189-295参照。

2. 東京大学社会科学研究所編『技術革新と労務管理j東大出版会， 1972年， p. 77-82参照。

3. 小林謙一事手『現代日本の援用梼透1岩波書1吉， 1966年， p. 27-38参照。
4. 小林謙一前掲議， P. 210参照。

5. ここで言う社外企業とは，梼内下請を専業とする食業群と機内下議と加工外注を兼業している企業群を

示すものとする。なお， H~委総所関連下請企業の綴合である生産協力会はほとんど権内下請業と構内・外

注兼業企業で構成され，事業協同組合は，構内下請業，構内・外主主兼業念業と外注企業が半々の梼成となっ

ている O おのおのの加盟企業数の推移は次表の通りである。

組合員数の後移

よ411974年 1975~手 1976年 1977年 1978~手 1979年 1980年

生産量協力会 63社 62役 65栓 57社 55役 49社 43投

事業協 i湾総合 31 31 29 27 26 26 26 

l口k 詰十 94 93 告4 84 81 75 67 

(i主)各組合呉名簿，市役所不況対策重宣言電べにより作成。

6. 山本潔婆『日本労働市場の構造.1.東大出版会， 1967年， p. 206-207参照。

山本教授は， 1960年代において，総築工程のうち，持に蓄量袋織種の社外企業が fスプレイム「パワーブ

ラシjなどの主要生産手段を所有しはじめたことを例にあげ，r議負工Jの特徴の lっとしてきわめて重視
しているが， 70年代においては，それらの生産王手段の慈及準は高く， しかも安価に予に入るという事態に

なっている O したがって，これをもって，主婆生産手段を所有し，それらを購入し得た企業とし得なかっ

たものとの照に階層分化が進むといえるほどではなくなっていることを指摘しておきたい。

7. このような企業の日造総所生産組織上の佼震は，次図のように本工作業長政属になっているのが特徴で

ある。

〈内業組立工程〉

(作業長)
...~p...・・・社外工波長

A 

/I¥ 
(斑 長)

ム印……校外般一九工

(f五 長)

(一般工)

8. 糸圏辰雄事事『日本の社外工告IJ凌.1.ミネルヴァ芸事務， 1978年， p. 93， 98参照。糸園教授は，今次不況期

においては，r下請工の技能は，親造船所の試験に合格していなければならないもののその水準で間に合う
ために，通常他企業にも通用する容観的な資絡をもっていない技術水準の低さJがあるとして，この事情は，
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また「下請企業そのものにも当てはまる」としている。しかし，この点について本稿の調査対象企業の場

合は，かなり積極的であり， J1S，JP1などの技能資格を取得している溶接工が多数存在している。

したがって，我々のこれまでの鶏査結果からすると，教授の指摘には一般伎がなく，むしろ社外工の技能

を過小評価している点に問題があると言わざるを得ない。

9. 会図的状況については，日本造船協力業者団体連合会編『造船下議業の経営多角化のための指導審L
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